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aal2-profileカスタム

この製品のマニュアルセットは、バイアスフリーの言語を使用するように努めています。この

マニュアルセットの目的上、バイアスフリーとは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティ

ティ、民族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、および交差性に基づく差別を意

味しない言語として定義されます。製品ソフトウェアのユーザインターフェイスでハードコー

ドされている言語、RFPドキュメントに基づいて使用される言語、または参照されているサー
ドパーティ製品で使用される言語により、ドキュメントに例外が存在する場合があります。

（注）

ATMアダプテーションレイヤ 2（AAL2）プロファイルおよびコーデックのカスタム番号およ
びユーザ間情報（UUI）コードポイントを指定するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで aal2-profilecustomコマンドを使用します。設定を無効にするには、このコマンド
の no形式を使用します。

aal2-profileカスタムnumbernumbernumber {clear-channel | g711alaw | g711ulaw | g726r32 | g729br8
| g720r8 | llcc}パケット長最小 UUIコードポイント最大 UUIコードポイント

noaal2プロファイルカスタムnumber

構文の説明 AALプロファイル番号。詳細については、疑問符 (?)のオ
ンラインヘルプ機能を使用してください。

number

コーデックの種類を次のように指定します。

•クリアチャンネル

• G.711 a-law

• G.711-mu-law

• G.726r32

• G.729 ANNEX-B 8000ビット/秒

• G.729 8,000 bps

•ロスレス圧縮

clear-channel | g711alaw |
g711ulaw | g726r32 | g729br8 |
g720r8 | llcc

オクテット単位のパケット長。値の範囲は 5～ 64です。パケット長

最小 UUIコードポイント。値の範囲は 0～ 15です。最小 UUIコードポイント

最大 UUIコードポイント。値の範囲は 0～ 15です。最大 UUIコードポイント

コマンドデフォルト 事前定義された国際電気通信連合 -電気通信標準化部門 (ITU-T)プロファイルの 1つを使用で
きます。
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コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドはCisco IOS Release 15.0(1)Mより前のリリースで導入しました。15.0(1)M

使用上のガイドライン AAL2カスタムプロファイルは、ITU-T仕様に存在しない追加のプロファイルを定義するため
に使用されます。

カスタムプロファイルを定義した後、codecaal2-profileコマンドを使用して、そのプロファイ
ルを Voice over ATM（VoATM）ダイヤルピアに適用して有効化します。 codecaal2-profileコ
マンドは、セッションプロトコルが「aal2-trunk」の場合にのみ使用できます。

例 次の例は、AAL2プロファイルおよびコーデックのカスタム番号とUUIコードポイン
トを指定する方法を示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# aal2-profile custom 2 1 1 g711ulaw 6 3 3
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aaa nas port voip
音声インターフェイスで標準の NASポート属性（RADIUS IETF属性 5）を送信するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで aaanasportvoipコマンドを使用します。コマンド
を無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

aaanasportVoIP
noaaanasportVoIP

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、認証、許可、アカウンティング (AAA)の元の動作を復元します。 VoIPイン
ターフェース上の NASポート。既定ではこの機能は無効になっています。

例 次の例は、AAA NASポートの元の動作に戻す方法を示しています。

aaa nas port voip

関連コマンド 説明コマンド

NASポート属性を RADIUS IETF属性 26に置き換え、拡張フィールド情報
を表示します。

aaanasポート拡
張
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aaa username
認証、許可、アカウンティング（AAA）課金レコードのユーザ名属性に入力する情報を決定す
るには、SIPユーザエージェント設定モードで aaausernameコマンドを使用します。デフォ
ルトの機能を実現するには、このコマンドの no形式を使用します。

aaausername {発信番号 |プロキシ認証}
noaaausername

構文の説明 SIP INVITEの FROM:ヘッダーを使用します (デフォルト値)。このキーワード
はほとんどの実装で使用されます。

発信番号

Proxy-Authorizationヘッダーを解析します。Microsoft Passportユーザ ID (PUID)
とパスワードをデコードし、PUIDをユーザ名属性に、"."をパスワード属性に
入力します。

ユーザ名属性は課金に使用され、ユーザはこの時点までにすでに認証されてい

るため、「.」はパスワードに使用されます。

プロキシ認

証

コマンドデフォルト 発信番号

コマンドモード
SIPユーザエージェント設定 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、
Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400で導入されました。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。このコマンドは、
このリリースの Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400をサポートし
ていません。

12.2(8)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、Cisco AS5850に実装さ
れました。このコマンドは、このリリースではCiscoAS5300、CiscoAS5350、Cisco
AS5400、および Cisco AS5800でサポートされています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、Proxy-Authorizationヘッダーの解析、PUIDとパスワードのデコー
ド、およびユーザ名属性へのPUIDの入力を有効にする必要があります。このコマンドが発行
されない場合、Proxy-Authorizationヘッダーは無視されます。

キーワード proxy-authは非標準の実装であり、セッション開始プロトコル (SIP)ゲートウェイ
は通常、Proxy-Authorizationヘッダーを受信または処理しません。

例 次の例では、Proxy-AuthorizationヘッダーからのSIPユーザ名の処理を有効にします。
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Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# aaa username proxy-auth

関連コマンド 説明コマンド

進行中の音声コールまたはファックス送信のアクティブなコール情報を

表示します。

showcallactivevoice

音声通話履歴テーブルを表示します。showcallhistoryvoice
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アクセスリスト（音声ソースグループ）
音声ソースグループにアクセスリストを割り当てるには、音声ソースグループコンフィギュ

レーションモードで access-listコマンドを使用します。アクセスリストを削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

アクセスリストアクセスリスト番号

noアクセスリストアクセスリスト番号

構文の説明 アクセスリストの番号。値の範囲は 1～ 99です。アクセス-リスト-番
号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
音声ソースグループ設定 (cfg-source-grp)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、音声ソースグループ設定モードで導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン アクセスリストは、追加の調査を必要とする着信コールの IPアドレスの範囲を定義します。
音声ソースグループには、次の 2つの関連コマンドが使用されます。

•アクセスリストの内容を定義するには、グローバル設定モードでaccess-listaccess-list-number
{deny | permit} source[source-wildcard] [log]コマンドを使用します。

•定義済みのアクセスリストを音声ソースグループに割り当てるには、音声ソースグルー
プ設定モードで access-listaccess-list-numberコマンドを使用します。

終端ゲートウェイは、着信ダイヤルピアを選択する前に、ソース IPグループを使用して着信
VoIPコールのソースを識別します。アクセスリストにソースが見つかった場合、アクセスリ
ストの定義方法に応じて、呼び出しが受け入れられるか拒否されます。

終端ゲートウェイはアクセスリストを使用して通話ブロックを実装します。通話が拒否され

た場合、終端ゲートウェイは切断理由を送信元に返します。拒否された通話に使用する切断理

由を指定するには、 disconnect-causeコマンドを使用します。

すべてのアクセスリストの内容を表示するには、showaccess-lists特権EXECコマンドを使用し
ます。

1つのアクセスリストの内容を表示するには、 showipaccess-list特権 EXECコマンドを使用し
ます。

例 次の例では、アクセスリスト 1を音声ソースグループ alphaに割り当てます。アクセ
スリスト1は以前に別のコマンドを使用して定義されています。着信ソース IPグルー
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プコールは、アクセスリスト 1に定義された条件と照合され、アクセスリストの許
可条件または拒否条件に基づいて処理されます。

Router(config)# voice source-group alpha
Router(cfg-source-grp)# access-list 1

関連コマンド 説明コマンド

着信VoIP通話の送信元としてキャリアを指定します (キャ
リア IDルーティングの場合)。

carrier-id（ダイヤルピア）

ブロックされた通話の原因を指定します。切断原因

着信 H.323コールにゾーンを関連付けます。h323zone-id(音声ソースグループ)

すべてのアクセスリストの内容を表示します。showaccess-lists

1つのアクセスリストの内容を表示します。showipaccess-list

トランスレーションプロファイルを着信元 IPグループ
通話に関連付けます。

翻訳プロファイル(ソースグループ)

トランクグループを着信 VoIPコールの発信元として指
定します（トランクグループラベルルーティングの場

合）。

トランクグループラベル(音声ソー
スグループ)

送信元 IPグループプロファイルの定義を開始します。音声ソースグループ
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アクセスポリシー
要求を受け入れるためにネイバーを明示的に設定することを要求するには、Annex G設定モー
ドでaccess-policyコマンドを使用します。すべての要求を受け入れるように設定をリセットす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

アクセスポリシー[近隣のみ]
noアクセスポリシー

構文の説明 （オプション）ネイバーを設定する必要があります。近隣の

み

コマンドデフォルト サービス関係が構成されていない場合、境界要素はすべての要求を受け入れます。

コマンドモード
Annex Gの設定 (config-annexg)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン サービス関係が構成されていない場合、境界要素はすべての要求を受け入れます。access-policy
コマンドは、不明な境界要素からの任意の要求を排除します。これは、サービス関係を構成す

るための必須の前提条件です。

例 次の例は、境界要素間のサービス関係を有効にする方法を示しています。

Router(config-annexg)# access-policy neighbors-only

関連コマンド 説明コマンド

附属書 Gの border要素設定コマンドを有効にします。コールルー

ター

サービス関係で報告されるドメイン名を設定します。ドメイン名
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access-secure
セッションボーダーコントローラ (SBC)へのアクセスにセキュア (暗号化)モードを使用する
ように指定するには、電話プロキシ設定モードでaccess-secureコマンドを使用します。セキュ
アモードを削除するには、コマンドの no形式を使用します。

アクセスセキュア
no access-secure

このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト SBCとの通信には非セキュアモードが使用されます。

コマンドモード 電話プロキシコンフィギュレーションモード (config-phone-proxy)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、SBCへのアクセスにセキュア (暗号化)モードを使用するように指定する方
法を示しています。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# access-secure
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会計方法
ダイヤルピアに着信するコールのログイン時にアカウンティング方式を設定するには、音声ク

ラス AAAコンフィギュレーションモードで accountingmethodコマンドを使用します。ログ
イン時に設定されるアカウンティング方法を無効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

accountingメソッドMethListName[アウトバウンド]
noaccountingメソッドMethListName[アウトバウンド]

構文の説明 アカウンティングメソッドリスト名を定義します。MethListName

（オプション）アウトバウンドレッグを定義します。アウトバウン

ド

コマンドデフォルト このコマンドを使用してアカウンティング方式を指定しない場合は、システムはデフォルトで

aaaaccountingconnectionh323コマンドを使用します。メソッドリスト名が指定されていない
場合、発信コールレッグは着信コールレッグと同じメソッドリスト名を使用します。

コマンドモード
音声クラス AAA設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、音声クラス AAA設定モードでダイヤルピアのアカウンティング方式を設定
します。最初に方式リストを定義するには、『Cisco IOSセキュリティコンフィギュレーショ

ンガイド、 リリース 12.2』を参照してください。

発信オプションが指定されている場合、ダイヤルピアの発信コールレッグは、コマンドで指定

されたメソッドリスト名を使用します。メソッドリスト名が指定されていない場合、デフォル

トでは、発信コールレッグは着信コールレッグと同じメソッドリスト名を使用します。

例 次の例では、発信レッグの dp-outメソッドを設定します。

voice class aaa 1
accounting method dp-out out-bound
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関連コマンド 説明コマンド

stop-onlyまたは start-stopアカウンティングオプションを使用
して、RADIUSによるアカウンティングメソッドリスト H.323
を定義します。

aaaaccountingconnectionh323

ダイヤルピアベースの VoIP AAA構成を有効にします。音声クラスaaa
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accounting suppress
特定のダイヤルピアのサービスプロバイダーモジュールによって自動的に生成されるアカウン

ティングを無効化するには、音声クラス AAA設定モードで accountingsuppressコマンドを使
用します。アカウンティングが自動的に生成されるようにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

accountingsuppress[インバウンド |アウトバウンド]
noaccountingsuppress[in-bound | out-bound]

構文の説明 (オプション)着信コールのコールレッグを定義します。in-bound

(オプション)発信コールのコールレッグを定義します。out-bound

コマンドデフォルト アカウンティングはサービスプロバイダーモジュールによって自動的に生成されます。

コマンドモード
音声クラス AAA設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン コマンドでコールレッグオプションが指定されていない場合、着信コールと発信コールの両

方に対してアカウンティングが無効になります。サービスプロバイダーモジュールでアカウ

ンティングを自動的に生成するには、音声クラスAAAコンフィギュレーションモードでダイ
ヤルピアベースのアカウンティングを設定する前に、まずグローバルコンフィギュレーション

モードで gw-accountingaaaコマンドを設定する必要があります。

例 以下の例では、着信コールレグのアカウンティングが抑制されています。

voice class aaa 1
accounting suppress in-bound

関連コマンド 説明コマンド

VoIPゲートウェイの会計を有効にします。gw-accountingaaa

POTSまたは VoIPダイヤルピアのコールレッグのアカウンティングをオフ
にします。

抑制する

ダイヤルピアベースの VoIP AAA構成を有効にします。音声クラスaaa
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accounting template
各ダイヤルピアがカスタマイズされたアカウンティングテンプレートを選択してRADIUSサー
バに送信できるようにするには、音声クラス AAA設定モードで accountingtemplateコマンド
を使用します。ダイヤルピアがカスタマイズされたアカウンティングテンプレートを選択し

て送信できないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

accountingテンプレートacctTempName[アウトバウンド]
noaccountingテンプレートacctTempName[アウトバウンド]

構文の説明 会計テンプレート名を定義します。acctTempName

（オプション）アウトバウンドレッグを定義します。アウトバウン

ド

コマンドデフォルト ダイヤルピアは、カスタマイズされたアカウンティングテンプレートを選択してRADIUSサー
バに送信しません。

コマンドモード
音声クラス AAA設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン デフォルトでは、アカウンティングテンプレートを設定しないと、RFCで必須でないベンダー
固有属性 (VSA)はアカウンティングレコードに含まれません。アカウンティングテンプレー
トを使用すると、VSAレベルごとにアカウンティングレコードを管理できます。アカウンティ
ングテンプレートを使用してアカウンティングレコードをカスタマイズする場合は、VSA名
リリースソースがアカウンティングレコードに含まれてRADIUSサーバに送信されるように、
テンプレートファイルに VSA名リリースソースを含める必要があります。

このコマンドは、カスタマイズされたアカウンティングテンプレートが使用されている場合

に、ゲートウェイアカウンティング AAAコンフィギュレーションモードの acct-templateコ
マンドを上書きします。

ツールコマンド言語（Tcl）スクリプトを使用する場合、音声クラス AAA設定モードでは、
Tcl動詞 aaaaccountingstart [-tacctTempName]が accountingtemplateコマンドよりも優先され
ます。

例 次の例では、アウトバウンドレグのテンプレート temp-dpを設定します。

voice class aaa 1
accounting template temp-dp out-bound
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関連コマンド 説明コマンド

選択した音声アカウンティングVSAのグループを送信します。acct-template

ダイヤルピアベースの VoIP AAA構成を有効にします。音声クラス
aaa
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acc-qos
VoIPダイヤルピア上の着信コールと発信コールに対して許容されるサービス品質 (QoS)を定
義するには、ダイヤルピア設定モードで acc-qosコマンドを使用します。デフォルトの QoS
設定を復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

acc-qos {best-effort | controlled-load | guaranteed-delay}[音声 |ビデオ]
noacc-qos

構文の説明 Resource Reservation Protocol (RSVP)が帯域幅の予約を行わないことを示し
ます。これはデフォルトです。

ベストエフォー

ト

RSVPが単一レベルの優先サービスを保証することを示します。遅延境界
と推定される相関関係を示します。制御負荷サービスでは、アドミッショ

ン (または容量)制御を使用して、帯域幅が過負荷になった場合でも優先
サービスが受信されるようにします。

制御負荷

RSVPが帯域幅を予約し、予約した帯域幅を超えない場合、最小ビットレー
トと優先キューイングを保証することを示します。

保証遅延

(オプション)オーディオトラフィックに対して許容されるQoSを設定しま
す。

オーディオ

(オプション)ビデオトラフィックに対して許容されるQoSを設定します。ビデオ

コマンドデフォルト RSVPでは帯域幅の予約は行われません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco3600シリーズルータに導入されました。11.3(1)T

コマンドの説明が変更されました。12.1(5)T

オーディオおよびビデオキーワードが追加されました。12.3(4)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.3S.に統合されました。Cisco IOSXEリリース 3.3S

使用上のガイドライン このコマンドは VoIPダイヤルピアにだけ適用できます。

VoIPダイヤルピアが使用される場合、Cisco IOSソフトウェアは RSVPを使用して一定量の帯
域幅を予約し、選択された QoSがネットワークによって提供されるようにします。 RSVPリ
ソース予約が両方のピアの許容可能な QoSを満たさない場合、通話セットアップは中止され
ます。
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このコマンドに最も適切な値を選択するには、この接続がサポートするトラフィックの量と、

その接続にどのような影響を与えたいかを把握しておく必要があります。CiscoIOSソフトウェ
アは、選択されたサービス品質を提供するために必要な帯域幅が利用できない場合にトラップ

メッセージを生成します。

オーディオまたはビデオが設定されていない場合、セットアップ中にベアラ機能情報要素

(IE)が最大値に対してチェックされません。

RSVPQoSを指定する前に、 iprsvpbandwidthコマンドを使用して IPインターフェイスでRSVP
を有効にする必要があります。

このコマンドを使用するには、「req-qos」ステートメントが存在している必要があります。

例 次の例では、VoIPダイヤルピア 10の着信および発信音声通話の許容可能な QoSとし
て、 guaranteed-delayを選択します。

dial-peer voice 10 voip
acc-qos guaranteed-delay

次の例では、オーディオとビデオの許容可能な QoSとして controlled-loadを選択しま
す。

dial-peer voice 100 voip
acc-qos controlled-load audio
acc-qos controlled-load video

関連コマンド 説明コマンド

RSVPを使用して、VoIPで指定されたダイヤルピアに到達するための特定のQoS
を要求します。

req-qos

インターフェイス上の IPのリソース予約プロトコル (RSVP)を有効にします。iprsvp帯域
幅
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acct-template
アカウンティングレコードに収集する音声属性のグループを選択するには、ゲートウェイア

カウンティングAAAまたはゲートウェイアカウンティングファイル設定モードでacct-template
コマンドを使用します。音声属性のグループの収集を無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

acct-template {テンプレート名 |通話履歴の詳細}
noacct-template {テンプレート名 |通話履歴の詳細}

構文の説明 カスタム会計テンプレートの名前。テンプレート

名

アカウンティングのすべての音声ベンダー固有属性（VSA）を収集します。通話履歴の詳

細

コマンドデフォルト 音声属性は収集されません。

コマンドモード
ゲートウェイアカウンティング AAA設定（config-gw-accounting-aaa）、ゲートウェイアカウ
ンティングファイル設定（config-gw-accounting-file）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドは、ゲートウェイアカウンティングファイル設定モードに追加さ

れました。

12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アカウンティングテンプレートで定義されている音声属性のみを収

集します。アカウンティングテンプレートは、請求の要件に該当する特定の属性を選択して

作成するテキストファイルです。 callaccounting-templatevoiceコマンドを使用してアカウン
ティングテンプレートを定義してから、acct-templateコマンドを使用します。

showcallaccounting-templatevoiceコマンドは、アカウンティングテンプレートでフィルター処
理できるすべての音声属性を表示します。

すべての音声 VSAをアカウンティングサーバに送信するには、 callhistory-detailキーワード
を使用します。サポートされている音声 VSAの説明については、『RADIUS VSA音声実装ガ

イド』の「Cisco音声製品でサポートされている VSA」セクションを参照してください。

アカウンティングテンプレートで定義されているVSAのみを送信すると、サービスプロバイ
ダーによって作成されるデフォルトの通話履歴レコードは自動的に抑制されます。
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例 以下の例では、 acct-templateコマンドを使用して、カスタムテンプレートである
temp-globalを指定しています。

gw-accounting aaa
acct-template temp-global

関連コマンド 説明コマンド

カスタマイズされた会計テンプレートを定義します。callaccounting-templatevoice

アカウンティングデータを収集する方法を有効化します。gw-accounting

会計テンプレートで定義された属性を表示します。showcallaccounting-templatevoice

A
20

A
acct-template



アクティベーションキー
アナログ電話機で話中時のコールバックをアクティブ化するために電話機のユーザがダイヤル

できるアクティベーションキーを定義するには、STCアプリケーション機能のコールバック
コンフィギュレーションモードで activation-keyコマンドを使用します。コードをデフォルト
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

アクティベーションキー文字列

noアクティベーションキー

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる文字列 (0-9、*、#)。文字列の長さは 1〜 5文字で
す。デフォルト: #1。

文字

列

コマンドデフォルト コールバックアクティベーションキーは #1です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能のコールバック設定 (config-stcapp-callback)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)YA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、通話話中のコールバックアクティベーションキーの値をデフォルト（#1）か
ら指定した値に変更します。

コールバック設定に関する情報を表示するには、 showstcappfeaturecodesコマンドを使用しま
す。

例 次の例は、コールバックアクティベーションキーシーケンスの値をデフォルト（#1）
から新しい値（*22）に変更する方法を示しています。

Router(config)# stcapp feature callback
Router(config-stcapp-callback)# activation-key *22
Router(config-stcapp-callback)#

showstcappfeaturecodesコマンドからの次の一部の出力には、コールバック機能の値が
表示されています。

Router# show stcapp feature codes

.

.

.
stcapp feature callback
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key *1
timeout 30

関連コマンド 説明コマンド

ビジー時のコールバックのタイムアウト期間を定義します。呼び出しタイムアウト

FAC、FSD、コールバックのすべての機能コードを表示します。showstcappfeaturecodes

A
22

A

アクティベーションキー



アドレスファミリ (tgrep)
すべてのダイヤルピアで使用されるグローバルアドレスファミリを設定するには、TGREP設
定モードで address-familyコマンドを使用します。デフォルトのアドレスファミリに戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

アドレスfamily {e164 | decimal | penta-decimal}
noアドレスfamily {e164 | decimal | penta-decimal}

構文の説明 E.164アドレスファミリ。e164

デジタルアドレスファミリ。decimal

15進数アドレスファミリ。penta-decimal

コマンドデフォルト E.164アドレスファミリ

コマンドモード
TGREP設定 (config-tgrep)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

使用上のガイドライン 電話ネットワークが公衆電話ネットワークである場合は、E.164アドレスファミリが使用され
ます。 10進数および 15進数のオプションを使用して、プライベートダイヤルプランをアドバ
タイズできます。たとえば、企業が 5桁の内線番号を使用して企業テレフォニーネットワー
ク内でTRIPを使用する場合、ゲートウェイはプライベート番号の最初の数字を10進アドレス
ファミリとしてアドバタイズします。これらの通話はE.164に準拠していないため、会社のプ
ライベート電話ネットワークから送信することはできません。

15進数ファミリでは、0から 9までの数字と Aから Eまでのアルファベット文字が使用可能
で、着信番号に文字が含まれる国でも使用できます。

例 次の例は、itad 1234のアドレスファミリが E.164アドレスに設定されていることを示
しています。

Router(config)# tgrep local-itad 1234
Router(config-tgrep)# address family e164

関連コマンド 説明コマンド

TGREP構成モードを開始し、ITADを定義します。tgreplocal-itad
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address-hiding
ゲートウェイ以外のエンドポイントからシグナリングおよびメディアピアアドレスを非表示

にするには、voice service voip設定モードで address-hidingコマンドを使用します。すべての
エンドポイントにピアアドレスを知らせるには、このコマンドの no形式を使用します。

address-hiding
noaddress-hiding

構文の説明 キーワードや引数はありません。

コマンドデフォルト シグナリングアドレスとメディアアドレスはすべてのエンドポイントに表示されます。

コマンドモード
音声サービス VoIP設定 (config-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン すべての SIPメソッドまたはメッセージは、IP-to-IPゲートウェイで終了し、IP-to-IPゲート
ウェイアドレスで再発信する必要があります。address-hidingにより、ピアアドレスは IP-to-IP
ゲートウェイにのみ認識されます。 IP-to-IPゲートウェイネットワーク内の SIP-to-SIPでは、
フロースルーモードでアドレスを非表示にする必要があります。

このコマンドは、特定の補足サービスヘッダーを変更し、受信レッグから送信レッグに適切に

変更します。

これらのヘッダーには次のものが含まれます。

•参照先

•参照元

• 3xx応答コンタクトヘッダー

•履歴情報

•転送

これらのヘッダーでは、内部 IPは IP-to-IPゲートウェイによってインレッグからアウトレッグ
に静かに渡され、その結果、内部 IPが ITSP/パブリックインターネットに送信されます。
address-hidingが設定されている場合、IP-to-IPゲートウェイはそれらのヘッダーを特定して適
切に変更し、内部 IPを独自の IPでマスクします。
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呼出音の鳴り分けヘッダーには、呼び出し情報と、着信音を取得できるサーバーアドレスが含

まれます。アドレス非表示が有効になっている場合でも、これらのヘッダーはそのままピア側

に転送されます。

（注）

例 次の例は、すべてのVoIP通話に対してアドレス非表示が設定されていることを示して
います。

Router(config)# voice service voip
Router(config-voi-serv)# address-hiding

関連コマンド 説明コマンド

音声サービス設定モードに入ります。音声サービ

ス
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advertise (annex g)
境界要素（BE）がネイバーにアドバタイズする記述子のタイプを制御するには、AnnexGコン
フィギュレーションモードで advertiseコマンドを使用します。このコマンドをデフォルト値
にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

advertise[静的 |動的 |すべて]
noadvertise

構文の説明 （オプション）この BEにプロビジョニングされた記述子のみがアドバタイズされま
す。これはデフォルトです。

静的

（オプション）動的に学習した記述子のみがアドバタイズされます。動的

(オプション)静的記述子と動的記述子の両方がアドバタイズされます。すべ

て

コマンドデフォルト スタティック

コマンドモード
Annex Gの設定 (config-annexg)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(4)Tに統合されました。このリリースには、
Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバ、Cisco AS5350、Cisco AS5400のサ
ポートは含まれていません。

12.2(4)T

このコマンドは、Cisco AS5850ユニバーサルゲートウェイに実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

例 次の例では、静的記述子と動的記述子の両方をネイバーにアドバタイズする BEを設
定します。

Router(config)# call-router h323-annexg be20
Router(config-annexg)# advertise all

関連コマンド 説明コマンド

附属書 Gの border要素設定コマンドを有効にします。コールルーター

BEのキャッシュに保存されているルートを表示します。showcallhistory

A
26

A
advertise (annex g)



説明コマンド

Annex G BEステータスを表示します。showcall-routerstatus

A
27

A
advertise (annex g)



advertise（tgrep）
指定されたアドレスファミリのレポートをオンにするには、TGREP設定モードで advertiseコ
マンドを使用します。指定されたアドレスファミリのレポートをオフにするには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

advertise {e164 | decimal | penta-decimal}[CSR][ac][tc][トランクグループ |キャリア]
advertise {トランクグループ |キャリア}[CSR][ac][tc]
noadvertise {e164 | decimal | penta-decimal | trunk-group | carrier}

構文の説明 E.164アドレスファミリ。e164

10進アドレスファミリdecimal

15進数アドレスファミリpenta-decimal

（オプション）トランクグループアドレスファミリトランクグルー

プ

（オプション）キャリアコードアドレスファミリキャリア

（オプション）通話成功率CSR

（オプション）利用可能な回路ac

（オプション）合計回路数tc

コマンドデフォルト アドレスファミリの属性はアドバタイズされません。

コマンドモード
TGREP設定 (config-tgrep)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

使用上のガイドライン アドレスファミリに e164、decimal、または penta-decimalを指定すると、関連する carrierま
たは trunk-groupパラメータが通知されるかどうかを指定できます。アドレスファミリに
carrierまたは trunk-groupを指定すると、関連するアドレスファミリプレフィックスがアド
バタイズされるように指定できます。アドレスファミリに carrierまたは trunk-group属性を
指定した場合、アドバタイズメントには carrierまたは trunk-group属性を指定できません。

このコマンドの noバージョンを使用すると、その特定のアドレスファミリのアドバタイズメ
ントが完全にオフになります。
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例 次の例は、コール成功率、使用可能な回線、合計回線数、およびトランクグループ属

性を持つ E.164アドレスファミリが ITAD 1234に対してアドバタイズされていること
を示しています。

Router(config)# tgrep local-itad 1234
Router(config-tgrep)# advertise e164 csr ac tc trunk-group

関連コマンド 説明コマンド

TGREP構成モードを開始し、ITADを定義します。tgreplocal-itad
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アラームトリガー
指定された T1または E1 DS0グループが使用不能の場合に公衆交換電話網 (PSTN)またはス
イッチにアラームを送信するようにT1またはE1コントローラを設定するには、コントローラ
設定モードで alarm-triggerコマンドを使用します。 T1または E1コントローラがアラームを
送信しないように設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

アラームトリガー青ds0グループリスト

noアラームトリガー

構文の説明 送信されるアラームタイプが「青」であることを指定します。これは、

アラーム表示信号 (AIS)とも呼ばれます。
青

永続的なトランク接続ステータスまたはビジーアウトステータスを監視

する DS0グループを指定します。
ds0グループリス

ト

コマンドデフォルト アラームは送信されません。

コマンドモード
コントローラーの設定 (config-controller)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 2600、Cisco 3600、およびCiscoMC3810で導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 監視対象のタイムスロットは、永続的なトランク接続またはスイッチ接続のいずれかに使用で

きます。パーマネント仮想回線 (PVC)とスイッチド仮想回線 (SVC)をT1またはE1コントロー
ラ上で組み合わせて、アラーム調整を監視できます。

アラームは、T1またはE1コントローラでアラーム調整用に設定されたすべてのタイムスロッ
トが使用不能になっている場合にのみ送信されます。監視対象のタイムスロットの1つがサー
ビス中のままであるか、サービスに戻った場合、アラームは送信されません。

例 次の例では、DS0グループ 0および 1が使用不能の場合に T1 0が青色 (AIS)アラーム
を送信するように設定しています。

controller t1 0
alarm-trigger blue 0,1
exit
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関連コマンド 説明コマンド

音声ポートのビジーアウトをトリガーするイベントがないかインターフェ

イスを監視するように音声ポートを設定します。

ビジーアウトモニ

タ

音声ポートと PBX間に永続的なトランク接続 (専用回線またはタイライ
ン)を作成します。

接続トランク

Ciscoまたは FRF-11永続トランクの音声クラスを作成します。voiceclasspermanent
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alias static
ローカルエイリアステーブルに静的エントリを作成するには、ゲートキーパー設定モードで

aliasstaticコマンドを使用します。静的エントリを削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

エイリアス静的IPシグナリングアドレス[ポート]gkidゲートキーパー名[rasIP-RAS-アドレスポー

ト][ターミナル |MCU |ゲートウェイ {h320 |h323-proxy | voip}][e164e164アドレス][h323idh323-id]
noエイリアス静的ip-signaling-addr[ポート]gkidゲートキーパー名[rasIP-RAS-アドレスポート][ター
ミナル | MCU |ゲートウェイ {h320 | h323-proxy | voip}][e164e164-address][h323idh323-id]

構文の説明 通話を確立するときに信号を送るアドレスとして使用される、H.323ノー
ドの IPアドレス。

ip-signaling-addr

(オプション)エンドポイントコールシグナリングの既知のポート番号
(1720)以外のポート番号。

ポート

このノードがメンバーであるゾーンのローカルゲートキーパーの名前。gkidゲートキーパー
名

(オプション)ノードのリモートアクセスサーバ (RAS)シグナリングア
ドレス。省略した場合、 ip-signaling-addrパラメータは RASの既知の
ポートと組み合わせて使用されます。

rasip-ras-addr

(オプション) RASの既知のポート番号 (1719)以外のポート番号。ポート

(オプション)エイリアスが端末を参照することを示します。ターミナル

(オプション)エイリアスが多重制御ユニット (MCU)を参照することを
示します。

mcu

(オプション)エイリアスがゲートウェイを参照することを示します。ゲートウェイ

(オプション)エイリアスが H.320ノードを参照することを示します。h320

(オプション)エイリアスがH.323プロキシを参照することを示します。h323プロキシ

(オプション)エイリアスが VoIPを参照することを示します。voip

(オプション)ノード E.164アドレスを指定します。このキーワードと引
数は、必要な数の E.164アドレスを指定するために複数回使用できま
す。このアドレスに入力できる文字数は最大128文字であることに注意
してください。この制限を超えないようにするには、同じコールシグナ

リングアドレスを使用し、異なるエイリアスで複数の aliasstaticコマン
ドを入力します。

e164e164アドレス
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(オプション)ノードH.323エイリアスを指定します。このキーワードと
引数は、必要な数のH.323識別 (ID)エイリアスを指定するために複数回
使用できます。このアドレスに入力できる文字数は最大256文字である
ことに注意してください。この制限を超えないようにするには、同じ

コールシグナリングアドレスを使用し、異なるエイリアスで複数の

aliasstaticコマンドを入力します。

h323idh323-id

コマンドデフォルト 静的エイリアスは存在しません。

コマンドモード
ゲートキーパー構成 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco 2500シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。11.3(2)NA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン ローカルエイリアステーブルを使用すると、必要な数のコマンドを実行して静的エントリを

ロードできます。必要に応じて、同じ IPアドレスのエイリアスを異なるコマンドで追加でき
ます。

通常、ゾーンに属していないエンドポイント (つまり、どのゲートキーパーにも登録されてい
ないエンドポイント)やゲートキーパーにアクセスできないエンドポイントにアクセスするに
は、静的エイリアスが必要です。

例 次の例では、ローカルゾーンに静的端末エイリアスを作成します。

zone local gk.zone1.com zone1.com
alias static 192.168.8.5 gkid gk.zone1.com terminal e164 14085551212 h323id terminal1
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allow-connections
VoIPネットワーク内の特定のタイプのエンドポイント間の接続を許可するには、音声サービ
ス設定モードでallow-connectionsコマンドを使用します。特定の種類の接続を拒否するには、
このコマンドの no形式を使用します。

接続を許可するfrom-typeにto-type

no接続を許可するfrom-typeにto-type

構文の説明 発信元エンドポイントの種類。有効な選択肢は次のとおりです。

• h323--H.323。

• sip--Session Interface Protocol（SIP）。

from-type

後続の引数が接続ターゲットであることを示します。に

終了エンドポイントタイプ。有効な選択肢は次のとおりです。

• h323--H.323。

• sip--Session Interface Protocol（SIP）。

to-type

コマンドデフォルト H.323間接続はデフォルトで有効化されていて変更できません。また、POTS-to-anyおよび
any-to-POTS接続は無効化されています。

H.323間接続はデフォルトで無効化されていて変更できます。また、POTS-to-anyおよび
any-to-POTS接続は有効化されています。

H.323から SIPへの接続および SIPから H.323への接続はデフォルトで無効になっており、
POTSから任意への接続および任意から POTSへの接続は有効になっています。

デフォルトでは SIPから SIPへの接続は無効になっており、POTSから任意への接続および任
意から POTSへの接続は有効になっています。

コマンドモード 音声サービス設定 (config-voi-serv)

コマンド履歴 変更Cisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T3

デフォルトが変更されました。12.3(7)T

sipエンドポイントオプションは、Cisco CallManager Express
で使用するために導入されました。

12.3(11)T
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変更Cisco IOSリリース

このコマンドは変更されました。 sipエンドポイントオプショ
ンは、IP対 IPゲートウェイネットワークで使用するために実
装されました。

12.4(4)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(33)SBに統合されま
した。

12.2(33)SB

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.5に統合されました。Cisco IOS XEリリース 2.5

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.2.1r

使用上のガイドライン Cisco IOSリリース 12.3(4)T、Cisco IOSリリース 12.3、およびそれ以前のリリース

このコマンドは、Ciscoマルチサービス IP-to-IPゲートウェイ内の特定のタイプのエンドポイン
ト間の接続を許可するために使用されます。このコマンドはデフォルトで有効になっており、

変更することはできません。 POTSエンドポイントとの間の接続は許可されません。H.323間
接続のみが許可されます。

Cisco IOSリリース 12.3(7)T以降のリリース

このコマンドは、Cisco Unified CommunicationsManager Express 3.1以降のシステムおよびCisco
Multiservice IP-to-IPゲートウェイ機能で使用されます。 Cisco Unified Communications Manager
Expressでは、 allow-connectionsコマンドにより、ヘアピンコールルーティングまたは H.450
タンデムゲートウェイへのルーティングに使用される VoIP間接続が有効になります。

例 次の例では、H.323エンドポイントと SIPエンドポイント間の接続を許可するように
指定しています。

Router(config-voi-serv)# allow-connections h323 to sip

次の例では、H.323エンドポイント間の接続を許可するように指定しています。

Router(config-voi-serv)# allow-connections h323 to h323

次の例では、SIPエンドポイント間の接続を許可するように指定しています。

Router(config-voi-serv)# allow-connections sip to sip

関連コマンド 説明コマンド

音声サービス設定モードに入ります。音声サービ

ス
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allow subscribe
内部ウォッチャーが外部プレゼンティティを監視できるようにするには、プレゼンス設定モー

ドで allowsubscribeコマンドを使用します。外部監視を無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

allowsubscribe
noallowsubscribe

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト プレゼンスが有効な場合、内部プレゼンティティのみを監視できます。

コマンドモード
プレゼンス構成 (config-presence)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、内部ウォッチャーは、SIPトランクを介して接続されたリモート
ルータ上の外部ディレクトリ番号のビジーランプフィールド (BLF)ステータス通知を受信で
きます。外部ディレクトリ番号は、 allowwatchコマンドを使用してプレゼンティティとして
有効にする必要があります。

ルータは、内部ウォッチャーに代わって SIPトランクを介して外部プレゼンスサーバに
SUBSCRIBE要求を送信し、ウォッチャーにプレゼンスステータスを返します。外部ディレク
トリ番号の監視を許可するには、リモートルータでwatcherallコマンドを有効にする必要があ
ります。

例 次の例は、内部ウォッチャーが外部プレゼンティティを監視できるようにする方法を

示しています。

Router(config)# presence
Router(config-presence)# allow subscribe

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified CMEに登録された電話機の回線をプレゼンスサービ
スで監視できるようにします。

allowwatch

Cisco Unified CMEに登録された電話機のスピードダイヤル番号の
BLFモニタリングを有効にします。

blf-speed-dial
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説明コマンド

ルータ上でプレゼンスサービスを有効にし、プレゼンス設定モード

に入ります。

presence

Cisco Unified CMEに登録された電話機のコールリストとディレク
トリの BLFモニタリングを有効にします。

プレゼンスコールリスト

SIPトランクからの着信プレゼンス要求を許可します。presenceenable

内部ウォッチャーから外部プレゼンスエンティティにプレゼンス要

求を送信するためのプレゼンスサーバの IPアドレスを指定します。
サーバ

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal

アクティブなプレゼンスのサブスクリプションに関する情報を表示

します。

showpresencesubscription

外部ウォッチャーが内部プレゼンティティを監視できるようにしま

す。

watcherall
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alt-dial
ダイヤルピアの代替ダイヤルアウト文字列を設定するには、ダイヤルピア設定モードでalt-dial
コマンドを使用します。代替ダイヤルアウト文字列を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

alt-dial文字列
noalt-dial文字列

構文の説明 代替ダイヤルアウト文字列。文字

列

コマンドデフォルト 代替ダイヤルアウト文字列が設定されていません

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

使用上のガイドライン このコマンドは、一般電話サービス (POTS)、Voice over Frame Relay (VoFR)、およびVoice ATM
(VoATM)ダイヤルピアに適用されます。

alt-dialコマンドは、オンネットからオフネットへの代替ダイヤリング機能に使用されます。
この文字列は、ダイヤルアウトの宛先パターン文字列を置き換えます。

例 次の例では、代替ダイヤルアウト文字列 95550188を設定します。

alt-dial 95550188
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アナト
Session Initiation Protocol（SIP）トランクで代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）を有効
化するには、音声サービスSIP設定モード、音声クラステナント設定モード、またはダイヤル
ピア設定モードで anatコマンドを使用します。 SIPトランクで ANATを無効にするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

anatシステム
noanatシステム

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト SIPトランクでは ANATが有効になっています。

コマンドモード 音声サービス voip-sip構成 (conf-serv-sip)

ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。こ
のコマンドが音声クラステナントで利用できるようにな

りました。

15.6(2)Tおよび IOSXEDenali 16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン Cisco IOSSIPゲートウェイとCiscoUnifiedBorder Elementの両方が、SIP IPv6セッションのセッ
ション記述プロトコル（SDP）ANATセマンティクスをサポートする必要があります。 SDP
ANATセマンティクスは、異なるネットワークアドレスファミリ (異なる IPバージョンなど)
が関係するシナリオに対処することを目的としています。 ANATセマンティクスを使用して
グループ化されたメディアラインは、単一の論理メディアストリームに対して異なるファミ

リの代替ネットワークアドレスを提供します。 ANATグループを使用してセッション記述を
作成するエンティティは、グループ化された「m」行のいずれかを介してメディアを受信また
は送信する準備ができている必要があります。

デフォルトでは、SIPトランク上で ANATが有効になっています。ただし、SIPゲートウェイ
が IPv4専用モードまたは IPv6専用モードに設定されている場合、ゲートウェイはSDPオファー
で ANATセマンティクスを使用しません。

例 次の例では、SIPトランク上で ANATを有効にします。

Router(conf-serv-sip)# anat
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次の例は、テナントごとに設定される ANATを示しています。
Router(config-class)# anat system
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ani mapping
番号計画エリア（NPA）またはエリアコードを単一のMulti Frequency（MF）数字に事前プロ
グラムするには、音声ポート設定モードで animappingコマンドを使用します。自動番号識別
(ANI)マッピングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

aniマッピングNPD値NPA番号

noaniマッピング

構文の説明 番号計画（NPD）の値。範囲は 0～ 3です。デフォルトはありません。NPD値

NPAの番号（市外局番）。範囲は 100～ 999です。デフォルト値はありません。NPA番

号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン aniマッピングコマンドテーブルは、NPAを 1つのMF数字に変換します。プログラムされ
る NPDの数は、地方のポリシーと、公共サービス応答ポイント (PSAP)が対応する NPAの数
によって決まります。すべてのNPDが設定されるか、NPDの最大範囲に達するまで、このコ
マンドを繰り返します。

例 次の例は、音声ポートが NPAを 1つのMF数字に事前プログラムしていることを示し
ています。

voice-port 1/1/0
timing digit 100
timing inter-digit 100
ani mapping 1 408
signal cama KP-NPD-NXX-XXXX-ST
!
voice-port 1/1/1
timing digit 100
timing inter-digit 100
ani mapping 1 408
signal cama KP-NPD-NXX-XXXX-ST

関連コマンド 説明コマンド

CAMAポートのシグナリングのタイプを指定します。信号
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説明コマンド

音声ポート設定モードを開始します。voice-port
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answer-address
着信コールのダイヤルピアを識別するために使用される完全な E.164電話番号を指定するに
は、ダイヤルピア設定モードで answer-addressコマンドを使用します。設定された電話番号
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

answer-address[+]文字列[T]
noanswer-address

構文の説明 (オプション) E.164標準番号を示す文字。+

E.164またはプライベートダイヤルプランの電話番号のパターンを指定する一連の数
字。有効な入力値は、0～ 9の数字、A～ Dの文字、および次の特殊文字です。

•標準のタッチトーンダイヤルパッドに表示されるアスタリスク (*)とポンド記号
(#)。

•カンマ (,)は、桁間にポーズを挿入します。

•ピリオド (.),入力した任意の数字と一致します (この文字はワイルドカードとして
使用されます)。

•パーセント記号 (%):直前の数字が 0回以上出現することを示します。ワイルド
カードの使用法に似ています。

•正符号 (+)、直前の数字が 1回以上繰り返されることを示します。

（注）

数字列の一部として使用されるプラス記号は、その文字列が E.164標準番号であるこ
とを示すために、その前に使用されるプラス記号とは異なります。

•サーカムフレックス (^)、文字列の先頭一致を示します。

•入力文字列の最後のヌル文字列に一致するドル記号 ($)。

•バックスラッシュ記号 (\)の後に 1つの文字が続き、その文字と一致します。他
の意味を持たない 1文字と共に使用できます (その文字に一致)。

•前の数字が 0回または 1回出現したことを示す疑問符 (?)。

•範囲を示す大括弧 ( [ ] )範囲は括弧で囲まれた文字のシーケンスです。範囲内には
0から 9までの数字のみが許可されます。

•括弧 ( ( ) )はパターンを示し、正規表現のルールと同じです。

文字

列

（オプション）destination-pattern値が可変長ダイヤル文字列であることを示す制御文
字。この制御文字を使用すると、ルータは通話をルーティングする前にすべての数字

が受信されるまで待機できるようになります。

T
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コマンドデフォルト デフォルト値はヌル文字列で有効になります

コマンドモード
ダイヤルピア設定ルータ (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3600シリーズルータで導入されまし
た。

11.3(1)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン IPネットワークからの着信コールの発信元 (またはダイヤルピア)を識別するには、
answer-addressコマンドを使用します。 Cisco IOSソフトウェアは、通話のダイヤルピアを、
通話が受信されるインターフェイスを識別するか、answer-addressコマンドで設定された電話
番号を識別するという2つの方法のいずれかで識別します。電話番号が設定されていない場合
は、インターフェイスに関連付けられたピアが着信コールに関連付けられます。

一般電話サービス (POTS)インターフェイスから着信する通話の場合、着信ダイヤルピアを選
択するために answer-addressコマンドは使用されません。着信 POTSダイヤルピアは、その
ダイヤルピアに設定されているポートに基づいて選択されます。

世界の一部の地域（ヨーロッパの特定の国など）では、有効な電話番号の番号長が異なる場合

があります。オプションの制御文字 Tを使用すると、特定の answer-address値が可変長のダ
イヤル文字列であることを示します。この場合、桁間タイムアウト値が経過するまで、システ

ムはダイヤルされた番号を照合しません。

Cisco IOSソフトウェアは、E.164電話番号の有効性をチェックしません。任意の数字の連続を
有効な番号として受け入れます。

（注）

例 次の例では、着信コールのダイヤルピアとして E.164電話番号 555-0104が設定されて
います。

dial-peer voice 10 pots
answer-address +5550104

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアに使用されるプレフィックスまたは E.164電話番号全体を指定
します。

宛先パターン

ダイヤルピアを特定のポートに関連付けます。port(dialpeer)

ダイヤルピアのダイヤル番号のプレフィックスを指定します。プレフィック

ス

A
44

A
answer-address



application（ダイヤルピア）
ダイヤルピアで特定のアプリケーションを有効にするには、ダイヤルピア設定モードで

applicationコマンドを使用します。ダイヤルピアからアプリケーションを削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

applicationアプリケーション名[アウトバウンド]
noapplicationアプリケーション名[アウトバウンド]

構文の説明 ダイヤルピアで有効にする定義済みアプリケーションの名前。有効なア

プリケーション名については、「使用ガイドライン」セクションを参照

してください。

アプリケーション

名

(オプション)発信コールは指定されたアプリケーションに渡されます。
このキーワードは、ストアアンドフォワードFAXアプリケーションおよ
び VoiceXMLアプリケーションに使用されます。

アウトバウンド

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード ダイヤルピア音声構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2500シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoAS5300
で導入されました。

11.3(6)NA2

SGCPAPPアプリケーションは、当初 Cisco AS5300でサポートされていました。12.0(5)T

SGCPAPPアプリケーションのサポートは、Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ (Cisco 3620を除く)に実装されました。

12.0(7)XK

SGCPAPPアプリケーションは、Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

MGCPAPPアプリケーションは、Cisco AS5300に実装されました。12.1(3)T

Cisco AS5300のストアアンドフォワードファックス用に out-boundキーワード
が追加されました。

12.1(3)XI

out-boundキーワードが Cisco IOSリリース 12.1(5)Tに統合され、コマンドが
Cisco AS5800に実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1
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変更リリース

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200用の Cisco
CallManagerバージョン3.1に、拡張MGCP音声ゲートウェイ相互運用性のサポー
トが追加されました。

12.2(2)XN

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco 1751に実装されました。12.2(4)XM

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 3725およびCisco
3745のプラットフォームに実装されました。CiscoAS5300、CiscoAS5350、Cisco
AS5400、および Cisco AS5850のサポートは、このリリースには含まれていませ
ん。

12.2(8)T

このコマンドは、Cisco CallManagerバージョン 3.2に統合され、Cisco 1760およ
び Cisco IAD2420シリーズルータに実装されました。このコマンドは、このリ
リースでは Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5800、および
Cisco AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

application-name引数はこのコマンドの no形式から削除されました。12.2(13)T

悪意のある発信者識別 (MCID)が有効なアプリケーション名引数として追加さ
れました。

12.2(15)T

default引数の application-name値によって参照されるセッションアプリケーショ
ンが更新され、Open Settlement Protocol（OSP）、通話転送、および着信通知の
サポートが含まれるようになりました。 Cisco IOSリリース 12.2(13)T以前のリ
リースで defaultと呼ばれていたセッションアプリケーションのバージョンは、
default.c.oldに名前が変更されました。

12.2(15)ZJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.3(14)Tでは廃止されています。Cisco IOS
リリース12.3(14)T以降のリリースでは、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで applicationコマンドを使用して、ダイヤルピア上のアプリケーションを設
定します。

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、対話型音声応答（IVR）またはいずれかの IVR関連機能を設定するときに使
用して、定義済みのセッションアプリケーションを着信 POTSダイヤルピアおよび発信
Multimedia Mail over IP（MMoIP）ダイヤルピアに関連付けます。着信 POTSダイヤルピアと
発信MMoIPダイヤルピアを使用する通話は、指定された定義済みセッションアプリケーショ
ンに渡されます。
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Cisco IOSRelease 12.2(15)ZJ以降のリリースでは、アプリケーション名のデフォルトは、OSP、
通話転送、および着信通知をサポートするアプリケーションを指します。 Cisco IOS Release
12.2(13)T以前のリリースのデフォルトセッションアプリケーションは default.old.cに名前が
変更されましたが、 applicationコマンドを使用して特定のダイヤルピアに対して引き続き設
定することも、 call application globalコマンドを使用してすべての着信ダイヤルピアに対して
グローバルに設定することもできます。

（注）

メディアゲートウェイコントロールプロトコル (MGCP)およびシンプルゲートウェイコント
ロールプロトコル (SGCP)ネットワークの場合は、アプリケーション名を大文字で入力しま
す。たとえば、MGCPネットワークの場合、 application-name引数にMGCPAPPと入力しま
す。このアプリケーションはPOTSダイヤルピアにのみ適用できます。SGCPダイヤルピアは
ダイヤルピアハンティングを使用しないことに注意してください。

Cisco IOSリリース 12.2では、同じ T1コントローラ内で SGCPエンドポイントと非 SGCPエン
ドポイントを混在させることはできません。また、同じ DS0グループ内で SGCPエンドポイ
ントと非 SGCPエンドポイントを混在させることはできません。

（注）

MGCPスクリプトは、Cisco 1750ルータまたはCisco 7200シリーズルータではサポートされて
いません。

（注）

H.323ネットワークの場合、アプリケーションはツールコマンド言語/対話型音声応答 (Tcl/IVR)
のファイル名と場所によって定義されます。 POTSダイヤルピアを使用する着信コールと
MMoIPダイヤルピアを使用する発信コールは、このアプリケーションに渡されます。

セッション開始プロトコル (SIP)ネットワークの場合、このコマンドを使用して、定義済みの
セッションアプリケーションを関連付けます。SIPのデフォルトのTclアプリケーション (Cisco
IOSイメージから)はセッションであり、VoIPと POTSダイヤルピアの両方に適用できます。

例 次の例では、アプリケーションを定義し、それを FAXオンランプ操作の発信MMoIP
ダイヤルピアに適用します。

call application voice fax_on_vfc_onramp http://santa/username/clid_4digits_npw_3.tcl
dial-peer voice 3 mmoip
application fax_on_vfc_onramp out-bound
destination-pattern 57108..
session target mailto:$d$@mail-server.cisco.com

次の例では、MGCPアプリケーションをダイヤルピアに適用します。

dial-peer voice 1 pots
application MGCPAPP

次の例では、定義済みのアプリケーションを着信 POTSダイヤルピアに適用します。
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dial-peer voice 100 pots
application c4

次の例では、オンランプ操作のために、発信MMoIPダイヤルピアに定義済みのアプ
リケーションを適用します。

dial-peer voice 3 mmoip
application fax_on_vfc_onramp_ap out-bound
destination-pattern 57108..
session target mailto:$d$@mail-server.cisco.com

次の例では、定義済みの SIPアプリケーションをダイヤルピアに適用します。

dial-peer voice 10 pots
application session

Cisco IOSリリース 12.2(15)Tでは、MCIDが有効なアプリケーション名引数として追
加されました。以下は、MCIDアプリケーション名を使用したサンプル構成です。

call application voice mcid http://santa/username/app_mcid_dtmf.2.0.0.28.tcl
dial-peer voice 3 pots
application mcid
incoming called-number 222....
direct-inward-dial
port 1:D

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアで特定のアプリケーションを有効にします。アプリケーション

アプリケーションに使用する名前を定義し、このアプリケーション

で使用する適切な IVRスクリプトの場所を示します。
callapplicationvoice

MGCPプロセスを開始します。mgcp

SGCPデーモンを起動し、リソースを割り当てます。SGCP

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義しま
す。

sgcpコールエージェン
ト
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アプリケーション（グローバル）
アプリケーションを設定するためにアプリケーションコンフィギュレーションモードに入る

には、グローバルコンフィギュレーションモードで applicationコマンドを使用します。

application

構文の説明 このコマンドにはキーワードも引数もありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、ダイヤルピア設定モードの applicationコマ
ンドを置き換えるために導入されました。

12.3(14)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

YANGモデル（音声クラステナント設定）と package authの
サポートが導入されました。

Cisco IOSXEダブリン 17.10.1a

使用上のガイドライン

サービス下のカスタムアプリケーションは、YANG構成ではサポートされません。

application service APPNAME <app-url> paramspace <options>

（注）

このコマンドを使用して、アプリケーション構成モードに入ります。アプリケーション構成

モードで関連コマンドを使用して、スタンドアロンアプリケーション (サービス)とリンク可
能な関数 (パッケージ)を構成できます。

例 次の例は、アプリケーション構成モードに入り、デビットカードサービスを構成する

方法を示しています。

アプリケーションとサービスを構成するには、アプリケーション構成モードに入りま

す。

Router(config)# application

デビットカードスクリプトをロードします。
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Router(config-app)# service debitcard
tftp://server-1/tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl

デビットカードサービスの言語パラメータを設定します。

Router(config-app-param)# paramspace english language en
paramspace english index 1
paramspace english prefix en
paramspace english location tftp://server-1/tftpboot/scripts/au/en/

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションの名前を定義し、このアプリケーションのために

ロードする Tclまたは VoiceXMLドキュメントの場所を指定します。
callapplicationvoice
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aqm-register-fnf
Flexible NetFlowコレクターを使用して、音声およびビデオコール品質統計をフローレコード
にエクスポートするには、グローバルコンフィギュレーションモードで aqm-register-fnfコマ
ンドを使用します。オーディオおよびビデオコール品質統計のエクスポートを無効にするに

は、このコマンドの no形式を使用します。

aqm-register-fnf
noaqm-register-fnf

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト aqm-register-fnfコマンドが有効になっています。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン メディア（音声）品質に関連するメトリック（会話平均オピニオン評点（MOS）、パケット損
失率、秘匿率など）をエクスポートする場合は、 aqm-register-fnfコマンドを使用します。
aqm-register-fnfコマンドは、 media monitoringコマンドを使用して音声品質メトリックを設
定する前に設定する必要があります。

no aqm-register-fnfコマンドを設定しても、デバイスの実行コンフィギュレーションとスター
トアップコンフィギュレーションでコマンドが無効になることはありません。

（注）

例 次の例は、フローレコードへのオーディオ品質統計のエクスポートを有効にする方法

を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# aqm-register-fnf
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arq reject-resource-low
宛先リソースが不足している場合に、要求元ゲートウェイにAdmissionReject（ARJ）メッセー
ジを送信するようにゲートキーパーを設定するには、ゲートキーパー設定モードで

arqreject-resource-lowコマンドを使用します。ゲートキーパーによるリソースのチェックを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

arqreject-resource-low
noarqreject-resource-low

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ゲートキーパー構成 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

例 次の例は、宛先リソースが不足している場合に、ゲートキーパーが要求元ゲートウェ

イに ARJメッセージを送信するように設定されていることを示しています。

gatekeeper
arq reject-resource-low

関連コマンド 説明コマンド

終端エンドポイントが利用できないことを LRQメッセージ受信時に送
信ゲートキーパーに通知するようにゲートキーパーを設定します。

lrqreject-resource-low
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arq reject-unknown-prefix
ゲートキーパーが設定されていないゾーンプレフィックスのアドミッション要求 (ARQ)を拒
否できるようにするには、ゲートキーパー設定モードで arqreject-unknown-prefixコマンドを
使用します。ゲートキーパーがすべての着信 ARQを受け入れて処理できるように再度有効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

arqreject-unknown-prefix
noarqreject-unknown-prefix

構文の説明 このコマンドには引数やキーワードはありません

コマンドデフォルト ゲートキーパーは、すべての着信 ARQを受け入れて処理します。

コマンドモード
ゲートキーパー構成 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(6)Q、

このコマンドが導入されました。11.3(7)NA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(3)Tに統合されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン arqreject-unknown-prefixコマンドを使用して、設定されたゾーンプレフィックスのいずれに
も一致しない宛先 E.164アドレスへの着信 ARQを拒否するようにゲートキーパーを設定しま
す。

エンドポイントまたはゲートウェイが H.323コールを開始すると、ゲートキーパーに ARQを
送信します。ゲートキーパーは、設定されたゾーンプレフィックスのリストを使用して、通

話の転送先を決定します。呼び出し先のアドレスが既知のゾーンプレフィックスのいずれと

も一致しない場合、ゲートキーパーはローカルゲートウェイ経由での呼び出しをヘアピンし

ようとします。ゲートウェイでこれを実行しない場合は、 arqreject-unknown-prefixコマンド
を使用します。（ヘアピン（hairpin）という用語は電話で使用します。呼び出しを、その呼
び出しが来た方向に送り返すことを意味します。たとえば、通話を IP経由で対象の電話に近
いゲートウェイにルーティングできない場合、通話は通常、来た道を通ってローカルゾーン経

由で送り返されます。

このコマンドは通常、ローカルゲートウェイの呼び出しを既知のプレフィックスセットに制

限するか、ゲートウェイのロータリーダイヤルピアの代替選択肢が選択されるようにそのよ

うな呼び出しを意図的に失敗させるために使用されます。

例 次のように構成されたゲートキーパーを考えてみましょう。

zone local gk408 cisco.com
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zone remote gk415 cisco.com 172.21.139.91
zone prefix gk408 1408.......
zone prefix gk415 1415.......

この例の設定では、ゲートキーパーは 408の市外局番へのゲートウェイを含むゾーン
を管理し、415の市外局番へのゲートウェイを持つ対向ゲートキーパーを認識してい
ます。 zone prefixコマンドを使用して、ゲートキーパーに適切なプレフィックスを設
定します。これにより、これらの市外局番へのコールは最適なゾーンでホップオフし

ます。

arqrequest-unknown-prefixコマンドが設定されていない場合、ゲートキーパーは次の
ように通話を処理します。

• 408市外局番への通話は、ローカルゲートウェイを経由してルーティングされま
す。

• 415の市外局番への通話はgk415ゾーンにルーティングされ、そこでローカルゲー
トウェイに出ます。

• 212市外局番への通話は、gk408ゾーンのローカルゲートウェイにルーティング
されます。

arqreject-unknown-prefixコマンドが設定されている場合、ゲートキーパーは次のよう
に通話を処理します。

• 408市外局番への通話は、ローカルゲートウェイを経由してルーティングされま
す。

• 415の市外局番への通話はgk415ゾーンにルーティングされ、そこでローカルゲー
トウェイに出ます。

•宛先アドレスが設定されたプレフィックスと一致しないため、212市外局番への
通話は拒否されます。

関連コマンド 説明コマンド

ゲートキーパーゾーンリストにプレフィックスを追加します。ゾーンプレフィック

ス
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as
バックホール用のアプリケーションサーバを定義するには、IUA設定モードで asコマンドを
使用します。アプリケーションサーバからのバックホール機能を無効にするには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

asas-namelocalip1[localip2][ローカル SCTPポート][フェイルオーバータイ
マー][sctp-startup-rtx][sctp-streams][sctp-t1init]
noとしてname

構文の説明 プロトコル名を定義します (ISDNのみがサポートされます)。名前として

特定の AS内のすべての ASPのローカル IPアドレスを定義しま
す。

localip1

(オプション)特定のアプリケーションサーバ内のすべてのASPの
ローカル IPアドレスを定義します。

localip2

(オプション) ISDNQ.921ユーザアダプテーションレイヤ (IUA)の
既知のポートではなく、特定のローカルSimpleControlTransmission
Protocol (SCTP)ポートを定義します。

ローカル SCTPポート

（オプション）特定のアプリケーションサーバーのフェイルオー

バータイマーを設定します。

フェイルオーバータイ

マー

(オプション) SCTP最大起動再送信タイマーを設定します。sctp-startup-rtx

(オプション)特定のアプリケーションサーバの SCTPストリーム
の数を設定します。

sctpストリーム

(オプション) SCTP T1開始タイマーを設定します。sctp-t1init

コマンドデフォルト アプリケーションサーバが定義されていません。

コマンドモード
IUA構成 (config-iua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、Cisco AS5300プラット
フォームのサポートが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(13)T1
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変更リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release xx.x(x)Xに統合され、Cisco 2420、Cisco 2600
シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、Cisco AS5300、Cisco
AS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850ネットワークアクセスサーバ (NAS)
プラットフォームに実装されました。

12.2(15)T

使用上のガイドライン 最大 2つのローカル IPアドレスを指定できます。 (SCTPにはマルチホームマシンのサポート
が組み込まれていることに注意してください。)

アプリケーションサーバを構成解除する前に、アプリケーションサーバ内のすべての ASPを
削除する必要があります。

（注）

SCTPストリームのデフォルト値は、インストールされているハードウェアによって決まりま
す。フェイルオーバータイマーの値は、showiuaasallコマンドの出力にあります。

特定の関連付けに割り当てるストリームの数は実装に依存します。 IUAアソシエーションの
初期化中に、使用できるストリームの合計数を指定する必要があります。各 Dチャネルは、
アソシエーション内の特定のストリームに関連付けられます。複数のトランクグループのサ

ポートにより、すべてのインターフェイスを個別の Dチャネルにすることができます。

起動時に、IUAコードはすべての可能なT1、E1、またはT3インターフェイスをチェックし、
それに応じてサポートされる着信ストリームと発信ストリームの合計数を設定します。ほとん

どの場合、ゲートウェイ (GW)とメディアゲートウェイコントローラ (MGC)の間に必要な関
連付けは 1つだけです。まれに、さまざまなMGCに複数の ASアソシエーションを設定する
場合、未使用のストリームによるオーバーヘッドの影響は最小限になります。NFASDチャネ
ルは 1つ以上のインターフェイス用に設定され、各インターフェイスには一意のストリーム
IDが割り当てられます。

アソシエーションのストリームの総数には、SCTP管理メッセージ用の追加ストリームを含め
る必要があります。したがって、起動時に、IUAコードは見つかったインターフェース (スト
リーム)の合計数に 1を追加します。

関連付けごとのストリーム数を手動で設定するオプションがあります。バックホールシナリ

オでは、Dチャネルリンクの数が1に制限されている場合、ストリームの数を設定可能にする
ことで、使用されないアソシエーションでのストリームの不要な割り当てを回避できます。

GWと複数のMGC間の複数の関連付けの場合、構成ユーティリティは、関連付けごとに必要
な数のストリームのみを提供するのに役立ちます。関連付けで割り当てられたが使用されてい

ないストリームからのオーバーヘッドはごくわずかです。

ストリームの数をCLI経由で手動で設定すると、IUAコードは、ストリームをインターフェー
スの数に自動的に設定する起動イベントと、実行時に値が手動で設定されるイベントを区別で

きません。 SCTPストリームの数を手動で設定する場合は、 sctp-streamsキーワードを使用し
て、インターフェイスの数に 1を加えた数を追加する必要があります。それ以外の場合、IUA
は管理ストリームに常に 1つを追加する必要があり、リロードごとにストリームの合計数が 1
つ増加します。
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CLIを使用して SCTPストリームを設定する場合、SCTPとの関連付けが確立されると、受信
ストリームと送信ストリームのサポートを変更することはできません。この値は、最初に IUA
AS構成を削除し、その後同じアプリケーションサーバまたは新しいアプリケーションサーバ
として再度構成したときに有効になります。その他のオプションとして、ルータを再起動する

方法があります。

例 Cisco拡張機能 (NI2+)を備えた National ISDN-2がこのトランスポート層プロトコルに
バインドされるようにするには、最初にアプリケーションサーバとアプリケーション

サーバプロセス (ASP)を構成する必要があります。アプリケーションサーバは、SCTP
ローカルエンドポイントの論理表現です。ローカルエンドポイントは複数の IPアド
レスを持つことができますが、同じポート番号を使用する必要があります。

以下はゲートウェイ上のアプリケーションサーバ構成の例です。この構成では、

as5400-3という名前のアプリケーションサーバが 2つのローカル IPアドレスとポート
番号 2577を使用するように構成されていることがわかります。

Router(config-iua)# as as5400-3 10.1.2.34 10.1.2.35 2577

次の出力は、アプリケーションサーバー（as1）がバックホールに定義されていること
を示しています。

AS as1 10.21.0.2 9900

関連コマンド 説明コマンド

バックホールのASPを定義します。アスプ
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asp
バックホール用のアプリケーションサーバプロセス (ASP)を定義するには、IUA設定モード
で aspコマンドを使用します。 ASPを無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

aspASP名asas-nameas-name {リモート-p1[[remoteip2]]}[リモート SCTPポート][[IP優先順
位]][sctp-keepalives][sctp-max-associations][sctp-path-retransmissions][[sctp-t3-timeout]]
noaspASP名

構文の説明 現在の ASPに名前を付けます。ASP名

ASPが属するアプリケーションサーバ。as

ASPが属するアプリケーションサーバの名前。as-name

(オプション)この Simple Control Transmission Protocol (SCTP)アソシ
エーションのリモート IPアドレスを指定します。

リモート IP1

この SCTPアソシエーションのリモート IPアドレスを指定します。リモート IP2

IUAの既知のポートではなく、リモートSCTPポートに接続します。リモート SCTPポート

(オプション)プロトコルデータユニット (PDU)の IP優先順位ビッ
トを設定します。

• IP優先順位は、showipsctpassociationparameters出力のタイプ
オブサービス (ToS)フィールドに表示されます。デフォルトの
サービスタイプ (ToS)値は 0です。

•有効な優先順位値の範囲は 0～ 7です。デフォルトオプション
を選択して、このアドレスのデフォルトの IP優先順位値を使用
することもできます。

ip-precedence

(オプション)特定の ASP内の IPアドレスのキープアライブ動作を
変更します。

•有効なキープアライブ間隔の値の範囲は1000～60000です。デ
フォルト値は 500ミリ秒です ( showipsctpassociationparameters
の heartbeatsの下の出力を参照)。

sctp-keepalives

(オプション)特定の ASPの SCTP最大アソシエーション再送信を設
定します。有効な値の範囲は 2～ 20です。デフォルトは 5です。

sctp-max-associations

(オプション)特定のASPの SCTPパスの再送信を設定します。有効
な値の範囲は 2～ 10です。デフォルトは 3です。

sctp-path-retransmissions
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(オプション)特定のASPの SCTPT3再送信タイムアウトを設定しま
す。デフォルト値は 900 msです。

sctp-t3タイムアウト

コマンドデフォルト ASPが定義されていません。

コマンドモード
IUA構成 (config-iua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco AS5300のサポー
トが追加されました。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(11)T1

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(15)Tに統合され、Cisco 2420、Cisco 2600
シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、およびCiscoAS5300、Cisco
AS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850ネットワークアクセスサーバ（NAS）
プラットフォームに実装されました。

12.2(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは SCTPアソシエーションを確立します。 ASごとに設定できる ASPは最大 3つ
だけです。 IP優先順位は、 showipsctpassociationparameters出力の ToSフィールドに表され
ます。デフォルトの ToS値は 0です。

アプリケーションサーバーを設定解除する前に、アプリケーションサーバー内のすべてのASP
を削除する必要があります。

（注）

特定の IPアドレスに対して、IUAで0～7の範囲の優先順位値を設定できます。 IUA内では、
ToSバイト (IPヘッダーで使用される)の IP優先順位を表す上位 3ビットが、SCTPに値が渡さ
れる前にユーザ入力に基づいて設定されます。次に、SCTPはToSバイト値を IPに渡します。
「通常の」IP優先順位処理の場合、デフォルト値は 0です。

asp-name引数は、この ASPの名前を指定します。 ip-precedenceキーワードは、優先順位と
ToSフィールドを設定します。 remote-ip-address引数は、リモートエンドポイントの IPアド
レス (たとえば、MGCのアドレス)を指定します。 number引数には、1～ 255の範囲の任意の
IP優先順位ビットを指定できます。

コマンドのno形式を使用すると、優先順位ビットはSCTPによって明示的に設定されません。

ホットスタンバイの Cisco PGW2200ペアの場合、ゲートウェイ (GW)の観点から見ると、通
常、1つの ASPがアクティブで、もう 1つが INACTIVE状態になります。 ASP_UPメッセー
ジは、GW上のASP状態を INACTIVE状態にするために使用され、その後にASPTMメッセー
ジ、ASP_ACTIVEが続き、データ交換のために IUAリンクを準備します。（最終的には、
QPTM確立要求メッセージによって、指定されたインターフェイスのDチャネルが開始されま
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す）。 GWがアクティブ ASPで障害を検出した場合、スタンバイ ASPに NTFYメッセージを
送信してアクティブになるように要求できます。

例 ASPは、ASローカルエンドポイントと通信しているリモートエンドポイントを指定
するため、SCTPアソシエーションのローカル表現として見ることができます。 ASP
は特定のASに対して定義されます。たとえば、次の設定では、AS as1の 2つの IPア
ドレスでリモートシグナリングコントローラasp-nameを定義します。リモートSCTP
ポート番号は 2577です。

Router(config-iua)# as as1 10.4.8.69, 10.4.9.69 2477
Router(config-iua)# asp asp1 as as1 10.4.8.68 10.4.9.68 2577

冗長性を目的として、単一の ASに複数の ASPを定義できますが、アクティブにでき
る ASPは 1つだけです。 ASPは非アクティブであり、フェイルオーバー後にのみア
クティブになります。

CiscoMediaGatewayController（MGC）ソリューションでは、シグナリングコントロー
ラは常にゲートウェイとの関連付けを開始するクライアントです。開始フェーズで

は、送信ストリーム番号と受信ストリーム番号を要求できますが、ゲートウェイでは、

プラットフォームに許可されているインターフェイス数 (T1/E1)より 1桁以上大きい
番号のみが許可されます。

次の例では、指定された IPアドレスの IP優先順位レベルを指定します。この例では、
許可される最大レベルである IP優先順位レベル 7を使用します。

Router(config-iua)# asp asp1 as ip-precedence 10.1.2.345 7

次の例では、キープアライブを有効または無効にする IPアドレスを指定します。

Router(config-iua)# asp asp1 as sctp-keepalive 10.1.2.34

次の例では、キープアライブ間隔をミリ秒単位で指定します。この例では、最大値

60000ミリ秒が使用されます。

Router(config-iua)# asp asp1 as sctp-keepalive 10.10.10.10 60000

次の例では、SCTP最大アソシエーションの IPアドレスと最大アソシエーション値を
指定します。この例では、最大値 20が使用されます。

Router(config-iua)# asp asp1 as sctp-max-association 10.10.10.10 20

次の例では、SCTPパス再送信の IPアドレスと最大パス再送信値を指定します。この
例では、最大値 20が使用されます。

Router(config-iua)# asp asp1 as sctp-path-retransmissions 10.10.10.10 10

次の例では、SCTP T3タイムアウトの IPアドレスを指定し、T3タイムアウト値をミ
リ秒単位で指定します。この例では、最大値 60000が使用されます。

Router(config-iua)# asp asp1 as sctp-t3-timeout 10.10.10.10 60000
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関連コマンド 説明コマンド

バックホール用のアプリケーションサーバを定義します。as
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asserted-id
着信 Session Initiation Protocol（SIP）要求または応答メッセージ内のアサート済み IDヘッダー
のサポートを有効化して、発信 SIP要求または応答メッセージ内のアサート済み IDのプライ
バシー情報を送信するには、音声サービス VoIP-SIP設定モードまたは音声クラステナント設
定モードで asserted-idコマンドを使用します。アサート済み IDヘッダーのサポートを無効化
するには、このコマンドの no形式を使用します。

asserted-id {pai | ppi}システム
noasserted-idシステム

構文の説明 (オプション)着信および発信 SIP要求または応答メッセージで P-Asserted-Identity
(PAI)プライバシーヘッダーを有効にします。

pai

(オプション)着信 SIP要求および発信 SIP要求または応答メッセージで
P-Preferred-Identity (PPI)プライバシーヘッダーを有効にします。

ppi

アサートされた IDがグローバル強制 CLI設定を使用するように指定します。この
キーワードは、テナント設定モードでのみ使用できます。

システ

ム

コマンドデフォルト プライバシー情報は、Remote-Party-ID (RPID)ヘッダーまたは FROMヘッダーを使用して送信
されます。

コマンドモード 音声サービス VoIP-SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドは変更されました。着信コールのサポート

が追加されました。

15.1(3)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。15.6(2)Tおよび IOSXEDenali 16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン paiキーワードまたは ppiキーワードを選択した場合、ゲートウェイはそれぞれ PAIヘッダー
または PPIヘッダーを共通 SIPスタックに組み込みます。 paiキーワードまたは ppiキーワー
ドは、Remote-Party-ID（RPID）ヘッダーよりも優先され、ルータがグローバルレベルでRPID
ヘッダーを使用するように設定されている場合でも、発信メッセージから RPIDヘッダーを削
除します。

例 次の例は、PAIプライバシーヘッダーのサポートを有効にする方法を示しています。
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Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# asserted-id pai

次の例は、音声クラステナント設定モードで使用されるアサート済み IDを示していま
す。

Router(config-class)# asserted-id system

関連コマンド 説明コマンド

PSTNから SIPへの通話の発信情報の処理を指定します。通話情報pstnからsipへ

RFC 3323をサポートするプライバシーを設定します。プライバシー

ダイヤルピア設定モードで、着信および発信SIP要求または応答メッ
セージ内のアサートされた IDヘッダーのサポートを有効にします。

voice-classsipasserted-id
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associate application
アプリケーションをデジタル信号プロセッサ (DSP)ファームプロファイルに関連付けるには、
DSPファームプロファイル設定モードで associateapplicationコマンドを使用します。プロト
コルを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

associateapplication {キューブ | sbc | sccp}プロフィール説明テキスト
noassociateapplicationSCCP

構文の説明 Cisco Unified Border Elementアプリケーションを DSPファーム内の定
義済みプロファイルに関連付けます。

cube

SBCアプリケーションを DSPファーム内の定義済みプロファイルに
関連付けます。

SBC

スキニークライアント制御プロトコルアプリケーションをDSPファー
ム内の定義済みプロファイルに関連付けます。

SCCP

（オプション）関連付けられたアプリケーションのユーザー定義され

た名前。

プロフィール説明テキ

スト

コマンドデフォルト DSPファームプロファイルに関連付けられているアプリケーションはありません。

コマンドモード
DSP farm profile configuration (config-dspfarm-profile)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドは変更されました。 cubeおよび sbcキーワードと
profile-description-text引数が追加されました。

Cisco IOSXEリリース 3.2S

使用上のガイドライン associate applicationコマンドを使用して、アプリケーションを事前定義された DSPファームプ
ロファイルに関連付けます。

例 次の例では、SCCPを DSPファームプロファイルに関連付けます。

Router(config-dspfarm-profile)#associate application sccp
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次の例では、Cisco Unified Border Elementを DSPファームプロファイルに関連付けま
す。

Router(config-dspfarm-profile)#associate application cube

関連コマンド 説明コマンド

音声カード設定モードに入る音声カード

DSPファームプロファイルによってサポートされるコーデッ
クを指定します。

コーデック(dspfarm-profile)

DSPファームプロファイルに関する特定の説明を含めます。説明(dspfarm-profile)

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモード
を開始し、DSPファームサービスのプロファイルを定義し
ます。

dspfarmprofile

プロファイルでサポートする必要があるセッションの最大数

を指定します。

最大セッション(dspfarm-profile)

DSPファームのリソースを割り当て、アプリケーションと関
連付けます。

シャットダウン(dspfarm-profile)
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associate ccm
Cisco Unified Communications Managerを Cisco Unified Communications Managerグループに関連
付け、グループ内での優先順位を確立するには、SCCPCiscoCallManager設定モードでassociate
ccm コマンドを使用します。 Cisco Unified Communications Managerを Cisco Unified
Communications Managerグループの関連付けを解除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

associateccm識別子番号優先順位優先番号
noassociateccm識別子番号優先順位優先番号

構文の説明 Cisco Unified Communications Managerを識別する番号。範囲は 1～ 50
です。デフォルト値はありません。

識別子番号

Cisco Unified Communications Managerグループ内の Cisco Unified
Communications Managerの優先順位。範囲は 1～ 4です。デフォルト
値はありません。最高の優先度は 1です。

prioritypriority-number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
SCCP Cisco CallManager設定 (config-sccp-ccm)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

例 次の例では、Cisco Unified Communications Manager 25を Cisco Unified Communications
Managerグループ 9に関連付け、グループ内の Cisco Unified Communications Manager
の優先順位を 2に設定します。

ルータ(config)# sccp ccm group 9

Router(config-sccp-ccm)# associate ccm 25 priority 2

関連コマンド 説明コマンド

現在の Cisco Unified Communications Managerが接続に失敗した場合に、DSP
ファームプロファイルがCisco Unified CommunicationsManagerへの接続を試行
するまでに待機する時間を指定します。

接続間隔

現在のCiscoUnifiedCommunicationsManager接続が失敗した場合に、DSPファー
ムが Cisco Unified Communications Managerへの接続を試行する回数を指定しま
す。

接続再試行
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説明コマンド

Cisco CallManagerグループを作成し、SCCP Cisco CallManager構成モードを開
始します。

Sccpccmgroup
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associate profile
デジタル信号プロセッサ（DSP）ファームプロファイルを Cisco CallManagerグループに関連
付けるには、SCCP Cisco CallManager設定モードで associateprofileコマンドを使用します。
DSPファームプロファイルと Cisco Unified CallManagerの関連付けを解除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

associateプロファイルプロファイル識別子登録するデバイス名
noassociateプロファイルプロファイル識別子登録するデバイス名

構文の説明 DSPファームプロファイルを識別する番号。範囲は 1～ 65535です。デ
フォルト値はありません。

プロファイル識別

子

CiscoUnifiedCallManagerでユーザが指定したデバイス名。デバイス名に
は最大 15文字を入力できます。

registerdevice-name

コマンドデフォルト このコマンドは有効になっていません。

コマンドモード
SCCP Cisco CallManager configuration（conig-sccp-ccm）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン デバイス名は、Cisco Unified CallManagerで設定された名前と一致する必要があります。一致
しない場合、プロファイルは Cisco Unified CallManagerに登録されません。

各プロファイルは、1つの Cisco CallManagerグループにのみ関連付けることができます。（注）

例 次の例では、DSPファームプロファイル abgz12345を Cisco CallManagerグループ 999
に関連付けます。

Router(config)# sccp ccm group 999
Router(config-sccp-ccm)# associate profile 1 register abgz12345
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関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスを Cisco CallManagerグループにバインドします。bindインターフェー
ス

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、
DSPファームサービスのプロファイルを定義します。

dspfarmprofile

Cisco CallManagerグループを作成し、SCCPCisco CallManager設定モー
ドに入ります。

Sccpccmgroup
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associate registered-number
事前にロードされたルートと発信プロキシの詳細を登録済みの番号に関連付けるには、音声

サービスVoIPSIP設定モードまたは音声クラステナント設定モードでassociateregistered-number
コマンドを使用します。関連付けを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

associate登録番号numberシステム

noassociate登録番号

構文の説明 登録番号。数値は 4から 32までの範囲でなければなりません。number

グローバル sip-ua関連設定を使用します。システ

ム

コマンドデフォルト 事前にロードされたルートと送信プロキシの詳細は、デフォルトでは登録された番号に関連付

けられていません。

コマンドモード 音声サービス VoIP SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.1(2)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。この
コマンドが音声クラステナントで利用できるようになりま

した。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

例 次の例は、SIP設定モードで登録番号を関連付ける方法を示しています。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# associate registered-number 5

次の例は、音声クラステナント設定モードで登録番号を関連付ける方法を示していま

す。

Router(config-class)# associate registered-number system
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関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア構成レベルで登録された番号に、事前に

ロードされたルートと発信プロキシの詳細を関連付け

ます。

voice-classsipassociateregistered-number
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非対称ペイロード
セッション開始プロトコル (SIP)非対称ペイロードサポートを設定するには、SIP設定モード
または音声クラステナント設定モードで asymmetricpayloadコマンドを使用します。非対称
ペイロードのサポートを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

非対称ペイロード {dtmf |ダイナミックコーデック |フル |システム}
no非対称ペイロード

構文の説明 （オプション）非対称ペイロードのサポートがデュアルトーンマルチ周波数

（DTMF）のみであることを指定します。
dtmf

(オプション)非対称ペイロードのサポートが動的コーデックペイロードのみ
であることを指定します。

dynamic-codecs

(オプション)非対称ペイロードのサポートがDTMFペイロードと動的コーデッ
クペイロードの両方に対して行われるように指定します。

full

(オプション)非対称ペイロードがグローバル値を使用することを指定します。system

コマンドデフォルト このコマンドは無効になっています。

コマンドモード 音声サービス SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース IOSXE 3.1に統合さ
れました。

Cisco IOS XEリリース 3.1S

このコマンドにキーワード systemが追加されました。こ
のコマンドが音声クラステナントで利用できるようにな

りました。

15.6 (2)および IOSXEデナリ 16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン 例に示すように、音声サービス設定モードから SIP設定モードに入ります。

Cisco UBEでは、SIP非対称ペイロードタイプがオーディオ/ビデオコーデック、DTMF、およ
び NSEに対してサポートされています。したがって、 dtmfおよび dynamic-codecsキーワー
ドは、オーディオ/ビデオコーデック、DTMF、およびNSEに対して非対称ペイロードタイプ
のサポートを提供するために、内部的に fullキーワードにマッピングされます。
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例 次の例は、DTMFコーデックと動的コーデックの両方に対して、SIPネットワークで
完全な非対称ペイロードをグローバルに設定する方法を示しています。

Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# asymmetric payload full

次の例は、音声クラステナント設定モードで完全な非対称ペイロードをグローバルに

設定する方法を示しています。

Router(config-class)# asymmetric payload system

関連コマンド 説明コマンド

音声サービス VoIP構成モードから SIP構成モードを開始しま
す。

sip

ダイヤルピアで SIP非対称ペイロードサポートを設定しま
す。

voice-classsip非対称ペイロー
ド
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atm scramble-enable
E1リンクでスクランブリングを有効にするには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで atmscramble-enableコマンドを使用します。スクランブリングを無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

atmscramble-enable
noatmscramble-enable

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、ペイロードスクランブルはオフになっています

コマンドモード
インターフェース設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco MC3810の ATMインターフェイス設定用に導入されまし
た。

12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

使用上のガイドライン E1リンクでのみスクランブリングを有効にします。 T1リンクでは、デフォルトのバイナリ 8
ゼロ置換 (B8ZS)回線エンコーディングによって、通常は十分な信頼性が保証されます。スク
ランブリングは、ATMセルペイロードフレームをランダム化して連続した非可変ビットパ
ターンを回避し、ATMセル記述アルゴリズムの効率を向上させることで、E1リンク上のデー
タの信頼性を向上させます。

スクランブリング設定は相手側の設定と一致する必要があります。

例 次の例は、ATM0 E1リンクをペイロードをスクランブルするように設定する方法を示
しています。

interface atm0
atm scramble-enable
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ATMビデオ AESA
スイッチド仮想回線 (SVC)モードを使用しているATMビデオインターフェイスの一意のATM
エンドステーションアドレス (AESA)を設定するには、ATMインターフェイスコンフィギュ
レーションモードで atmvideoaesaコマンドを使用します。インターフェイスに設定されてい
るアドレスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

atmビデオaesa[defaultESIアドレス]
noatmビデオaesa

構文の説明 (オプション)ATMスイッチのプレフィックス (26桁の16進文字)、エンドステー
ション ID (ESI)としてのMACアドレス (12桁の 16進文字)、およびセレクタバ
イト (2桁の 16進文字)に基づいて、インターフェイスのネットワークサービス
アクセスポイント (NSAP)アドレスを自動的に作成します。

デフォルト

(オプション) ESIとして使用される12個の16進文字を定義します。ATMスイッ
チはプレフィックス (26個の 16進文字)を提供し、ビデオセレクタバイトは残
りの 2つの 16進文字を提供します。

ESIアドレ

ス

コマンドデフォルト デフォルト

コマンドモード
ATMインターフェース構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XK

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

使用上のガイドライン ATMインターフェイス NSAPアドレス全体を指定することはできません。このコマンドの使
用方法に応じて、システムはアドレスのすべてまたはその一部を作成します。

例 次の例は、ATMインターフェイスのNSAPアドレスが自動的に設定されることを示し
ています。

interface atm0
atm video aesa default

次の例は、ATMインターフェイスNSAPアドレスが特定の ESI値に設定されているこ
とを示しています。

interface atm0/1
atm video aesa 444444444444
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関連コマンド 説明コマンド

ATMインターフェイスのNSAPアドレスを表示します。showatmvideo-voiceaddress
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属性 acct-session-idがオーバーロードされました
コール詳細レコードで acct-session-id属性をオーバーロードするには、ゲートウェイアカウン
ティング AAA設定モードで attributeacct-session-idoverloadedコマンドを使用します。
acct-session-id属性のコール詳細レコードによるオーバーロードを無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

attributeacct-session-idoverloaded
noattributeacct-session-id過負荷

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト acct-session-id属性は、通話詳細記録で多重化されていません。

コマンドモード
ゲートウェイのアカウンティング AAAファイル設定（config-gw-accounting-aaa）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン attributeacct-session-idoverloadedコマンドは gw-accountingh323コマンドを置き換えました。

acct-session-id属性はRADIUS属性 44です。この属性の詳細については、ドキュメント「アク
セス要求の RADIUS属性 44 (アカウンティングセッション ID)」を参照してください。

標準のRADIUS属性にマッピングできない属性は、スラッシュ (「/」)文字で区切られたASCII
文字列として acct-session-id属性フィールドにパックされます。

アカウンティングセッション ID (acct-session-id)属性には、RADIUSアカウントセッション ID
が含まれます。これは、ユーザの同じログインセッションに関連付けられたアカウンティング

レコードをリンクする一意の識別子です。この一意の識別子により、ログファイル内の開始

レコードと停止レコードの一致が容易になります。

ルータの電源を入れ直すか、ソフトウェアをリロードするたびに、アカウンティングセッショ

ン ID番号は 1から再開されます。

例 次の例は、acct-session-id属性が通話詳細記録でオーバーロードになっていることを示
しています。

gw-accounting aaa
attribute acct-session-id overloaded
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関連コマンド 説明コマンド

URLで定義された場所にあるテンプレートファイルを定義して
読み込みます。

callaccounting-templatevoice

VoIPゲートウェイの会計を有効にします。gw-accountingaaa
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属性 h323-remote-idが解決されました
h323-remote-id属性を解決するには、ゲートウェイアカウンティング AAA設定モードで
attributeh323-remote-idresolvedコマンドを使用します。 h323-remote-id属性を未解決のままに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

attributeh323-リモート ID解決済み
noattributeh323-リモート ID解決済み

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト h323-remote-id属性が解決されていません。

コマンドモード
ゲートウェイのアカウンティング aaaファイル設定（config-gw-accounting-aaa）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.2(11)Tで、attributeh323-remote-idresolvedコマンドが
gw-accountingh323resolveコマンドに置き換わり、h323-remote-id属性が Ciscoベンダーの固有
属性（VSA）として追加されました。この属性は、リモートゲートウェイのドメインネーム
システム (DNS)名またはローカルに定義されたホスト名を示す文字列です。

h323-remote-address属性の DNSルックアップを実行することによって、h323-remote-id属性の
値を取得できます。 h323-remote-address属性は、リモートゲートウェイの IPアドレスを示し
ます。

例 次の例では、h323-remote-id属性を resolvedに設定します。

gw-accounting aaa
attribute h323-remote-id resolved

関連コマンド 説明コマンド

VoIPゲートウェイの会計を有効にします。gw-accountingaaa
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オーディオ
着信ダイヤルピアおよび発信ダイヤルピアのオーディオ音量制御のための着信および発信 IP-IP
コールゲイン/ロス機能を有効にするには、ダイヤルピア設定モードで audioコマンドを入力
します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

音声 {着信 |発信}レベル調整値
no音声 {着信 |発信}レベル調整値

構文の説明 着信ダイヤルピアまたは発信ダイヤルピアのいずれかで、着信 IP-IP通話音量制御を
有効化します。

着信

着信ダイヤルピアまたは発信ダイヤルピアのいずれかで発信 IP-IP通話音量制御を有
効にします。

outgoing

範囲は -27～ 16です。値

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトで無効になっており、音量コントロールは使用できません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン この機能により、Cisco Unified Border Element (Cisco UBE)通話内の音量を調整できるようにな
ります。コーデックの再パケット化と同様に、異なる損失/ゲイン特性が組み込まれた異なる
ネットワークでは、接続の問題が発生する可能性があります。 Cisco UBE内で損失/ゲインを
制御する機能を追加することで、ネットワークをより簡単に接続できるようになります。

DSPではストリームごとに1つのレベルが必要なので、オーディオ入力レベル調整の値とオー
ディオ出力レベル調整の値が加算されます。結合された値が DSPが実行できる制限外の場
合、DSPに送信される値は DSPでサポートされる最小値 (-27)または最大値 (+16)のいずれか
になります。

ゲイン/損失の制御については、エコーのあるネットワークでゲインを追加すると、聴覚に障
害を引き起こすほど大きなフィードバックが生成される可能性があることに注意してくださ

い。ネットワークにゲインを設定するときは常に細心の注意を払ってください。

注意

音声ゲートウェイで IP-IPコールゲイン/ロス制御を設定するには、着信および発信 VoIPダイ
ヤルピアを設定する必要があります。
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例 次の例は、オーディオの着信レベルを 5に、オーディオの発信レベルを -5に設定する
方法を示しています。

Router(config-dial-peer)# audio incoming level-adjustment 5
Router(config-dial-peer)# audio outgoing level-adjustment -5

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアのコーデック設定を表示します。showdialpeervoice
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音声強制
音声と画像（T.38ファックスの場合）のメディアタイプのみを許可し、その他のすべてのメ
ディアタイプ（ビデオやアプリケーションなど）をドロップするには、音声サービスVoIP SIP
設定モードで audio forcedコマンドを使用します。無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

音声強制
no audio forced

コマンドデフォルト オーディオおよび画像 (T38ファックスの場合)メディアタイプに加えて、他のすべてのメディ
アタイプ (ビデオやアプリケーションなど)も許可されます。

コマンドモード 音声サービス Voip SIP設定（conf-serv-sip）。音声クラステナント構成 (config-class)。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS 15.6(2)T

このコマンドは、Cisco IOSXEDenali 16.3.1に統合されました。Cisco IOS XEデナリ 16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン オーディオと画像のメディアタイプのみをグローバルに許可するには、 audio forcedコマンド
を使用します。

例

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# audio forced
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audio-prompt load
発信者向けのアナウンスプロンプトを含む、選択したオーディオファイル (.au)をフラッシュ
メモリからRAMにロードするには、特権 EXECモードで audio-promptloadコマンドを使用し
ます。このコマンドには no形式がありません。

音声プロンプトloadname

構文の説明 メモリ、フラッシュメモリ、FTPサーバ、HTTPサーバ、またはHTTPS (HTTPoverSecure
Socket Layer (SSL))サーバからロードするオーディオファイルの場所。

名

前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXECモード

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。

（注）

Cisco IOSリリース 11.3(6)NA2では、URLポインタはフラッシュメモリが保存さ
れているディレクトリを参照します。

11.3(6)NA2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されました。12.1(5)XM2

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドは、Cisco 1750および Cisco 1751に実装されました。他の Ciscoプ
ラットフォームのサポートはこのリリースには含まれていません。

12.2(4)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実
装されました。

12.2(8)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(11)Tに統合されました。このコマンドは、
このリリースのCiscoAS5350、CiscoAS5400、CiscoAS5800、およびCiscoAS5850
でサポートされています。

12.2(11)T

name引数は、HTTPSサーバ URLを受け入れるように変更されました。12.4(15)T
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使用上のガイドライン 対話型音声応答 (IVR)アプリケーションが初めてプロンプトを再生するときに、プロンプトは
URL (または Flashや FTPなどの .auファイルの指定された場所)からRAMに読み込まれます。
次に、RAMからスクリプトを再生します。イベントのシーケンスの例は次のとおりです。

•最初の発信者にアカウントと個人識別番号 (PIN)の入力が求められると、enter_account.au
および enter_pin.auファイルがフラッシュメモリから RAMにロードされます。

•次の通話が着信すると、これらのプロンプトが RAMコピーから再生されます。

•すべての発信者が有効なアカウント番号とPINを入力した場合、auth_failed.auファイルは
フラッシュメモリから RAMにロードされません。

ルータは、ルータの再起動後にスクリプトが最初にそのプロンプトを再生するときにのみオー

ディオファイルをロードします。オーディオファイルが変更された場合は、この特権 EXEC
コマンドを実行してファイルを再度読み込む必要があります。ファイルにアクセスできない場

合、またはフォーマットエラーがある場合は、エラーメッセージが生成されます。

例 次の例は、enter_pin.auオーディオファイルをフラッシュメモリからRAMにロードす
る方法を示しています。

audio-prompt load flash:enter_pin.au

次の例は、hello.auオーディオファイルを HTTPSサーバから RAMにロードする方法
を示しています。

audio-prompt load https://http-server1/audio/hello.au
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authenticate redirecting-number
Cisco IOS音声ゲートウェイが、転送された通話の発信番号ではなく、使用可能な場合はリダ
イレクト番号に基づいて Session Initiation Protocol（SIP）資格情報を認証して渡すようにする
には、音声サービス SIP設定モードまたは音声クラステナント設定モードで
authenticateredirecting-numberコマンドを使用します。 Cisco IOS音声ゲートウェイをデフォ
ルト設定に戻し、ゲートウェイがSIP認証情報に発信番号のみを使用するようにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

authenticateredirecting-numberシステム
no認証するリダイレクト番号

構文の説明 authenticate redirecting-numberを指定して、グローバル強制 CLI設定を使用します。
このキーワードは、テナント設定モードでのみ使用できます。

システ

ム

コマンドデフォルト Cisco IOS音声ゲートウェイは、その通話のリダイレクト番号情報が使用できる場合でも、転
送された通話の発信番号のみを SIP資格情報として使用します。

コマンドモード 音声サービス SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(24)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。こ
のコマンドが音声クラステナントで利用できるようになり

ました。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン ゲートウェイから送信された INVITEメッセージがチャレンジされると、通話が確立される前
に適切なSIP資格情報で応答する必要があります。ゲートウェイのデフォルトのグローバル動
作では、発信番号に基づいてSIP資格情報を認証して渡します。ゲートウェイのすべてのダイ
ヤルピアはデフォルトでグローバル設定を使用します。ただし、転送された通話の場合は、リ

ダイレクト番号を使用する方が適切な場合があり、これはグローバルレベルまたはダイヤル

ピアレベルのいずれかで指定できます (特定のダイヤルピアの動作を設定すると、グローバル
設定が優先されます)。

音声サービスSIP設定モードでauthenticateredirecting-numberコマンドを使用して、Cisco IOS
音声ゲートウェイをグローバルに有効化し、リダイレクト番号が利用可能な場合にSIP資格情
報を認証して渡すように設定します。ダイヤルピアレベルで別途設定されていない限り、この

コマンドのno形式を使用して、ゲートウェイが転送された通話の発信番号のみに基づいてSIP
資格情報を認証して渡すように設定します。
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•ダイヤルピア音声設定モードで voice-classsipauthenticateredirecting-numberコマンドを使
用して、グローバル設定を置き換え、ゲートウェイの特定のダイヤルピアが、使用可能な

場合はリダイレクト番号に基づいて SIP資格情報を認証して渡すように適用します。

•ダイヤルピア音声設定モードで、voice-classsipauthenticateredirecting-numberコマンドの
no形式を使用して、グローバル設定に優先し、ゲートウェイの特定のダイヤルピアを強
制的に設定して、グローバル設定に関係なく発信番号のみに基づいて認証を行い、SIP資
格情報を渡します。

リダイレクト番号は、転送された通話のヘッダーにのみ存在します。このコマンドが無効に

なっているか、リダイレクト番号が利用できない場合 (転送されない通話)、ゲートウェイは
SIP資格情報として発信番号を使用します。

例 次の例は、SIP INVITEメッセージを試行した際に、Cisco IOS音声ゲートウェイが認
証して転送されたコールの転送番号を全体で有効化する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# authenticate redirecting-number

次の例は、音声クラステナント設定モードで転送番号を認証する方法を示しています。

Router(config-class)# authenticate redirecting-number system

関連コマンド 説明コマンド

グローバル設定に優先し、Cisco IOS音声ゲート
ウェイのダイヤルピアが転送された通話の転送番

号に基づいてSIP資格情報を認証して渡すことが
できるようになります。

voice-classsipauthenticateredirecting-number
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authentication (dial peer)
個々のダイヤルピアでSIPダイジェスト認証を有効にするには、ダイヤルピア音声設定モード
で authenticationコマンドを使用します。 SIPダイジェスト認証を無効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

認証usernameユーザ名（username）パスワード{0|6|7}パスワード[領域領域[チャレンジ]]
no認証 {usernameユーザ名（username）パスワード{0|6|7}パスワード[領域領域[challenge]] |
すべて}

構文の説明 認証を提供するユーザのユーザ名を指定します。ユーザ名

認証を提供しているユーザのユーザ名を表す文字列。ユーザ名は 4文字以上であ
る必要があります。

ユーザ名

認証用のパスワード設定を指定します。パスワー

ド

暗号化タイプをクリアテキスト (暗号化なし)として指定します。0

パスワードの安全な可逆暗号化では、タイプ6AdvancedEncryptionScheme（AES）
を使用して指定します。

（注）

AES主キーを事前に構成する必要があります。

6

暗号化タイプを暗号化として指定します。7

認証用のパスワードを表す文字列。暗号化タイプが指定されていない場合、パス

ワードはクリアテキスト形式になります。文字列は 4〜 128文字にする必要があ
ります。

パスワー

ド

(オプション)資格情報を適用するドメインを指定します。realm

(オプション)資格情報を適用できるドメインを表す文字列。realm

(オプション)ユーザ (ダイヤルピア)のすべての認証エントリを指定します。すべて

コマンドデフォルト SIPダイジェスト認証は無効です。

コマンドモード
ダイヤルピア音声構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T
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変更リリース

このコマンドは変更されました。 challengeキーワードが追加されました。15.1(3)T

このコマンドは変更されました。 allキーワードがコマンドの no形式に追加
されました。

15.2(3)T

パスワードの安全な可逆暗号化は、タイプ 6 Advanced Encryption Scheme
（AES）を使用して導入されました。

IOS XE
16.11.1a

使用上のガイドライン ダイジェスト認証を有効にする場合は、次の構成ルールが適用されます。

•ダイヤルピアごとに設定できるユーザ名は1つだけです。別のユーザ名を設定する前に、
既存のユーザ名設定を削除する必要があります。

• 1つのユーザー名に対して最大 5つの passwordまたは realm引数を設定できます。

ユーザ名およびパスワード引数は、ユーザを認証するために使用されます。 407/401チャレ
ンジ応答を発行する認証サーバー/プロキシは、チャレンジ応答にレルムを含め、ユーザーは
そのレルムに対して有効な資格情報を付与します。シグナリングパス内の最大5台のプロキシ
サーバーは、ユーザーエージェントクライアント（UAC）からユーザーエージェントサー
バー（UAS）への特定の要求の認証を試行するプロキシサーバーの最大数が5つであると想定
されているため、ユーザーは設定されたユーザー名に対して最大5つのパスワードとレルムの
組み合わせを設定できます。

ユーザはパスワードをプレーンテキストで提供しますが、そのパスワードは暗号化され、401
チャレンジレスポンス用に保存されます。パスワードが暗号化された形式で保存されていな

い場合、ジャンクパスワードが送信され、認証が失敗します。

（注）

•レルムの指定はオプションです。省略した場合、そのユーザー名に対して設定されたパス
ワードは、認証しようとするすべてのレルムに適用されます。

•設定されたすべてのレルムに対して、一度に設定できるパスワードは1つだけです。新し
いパスワードが設定されると、以前に設定されたパスワードが上書きされます。

つまり、グローバルパスワード（レルムを指定しないパスワード）を1つだけ設定できます。
対応するレルムを設定せずに新しいパスワードを設定すると、新しいパスワードによって以前

のパスワードが上書きされます。

•以前に設定されたユーザ名とパスワードに対してレルムが設定されている場合、そのレル
ムの仕様は既存のユーザ名とパスワードの設定に追加されます。ただし、レルムをユーザ

名とパスワードの設定に追加すると、そのユーザ名とパスワードの組み合わせはそのレル

ムに対してのみ有効になります。設定されたレルムは、最初にそのユーザ名とパスワード

の設定全体を削除しなければ、ユーザ名とパスワードの設定から削除できません。その

後、別のレルムの有無にかかわらず、そのユーザ名とパスワードの組み合わせを再設定で

きます。
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•パスワードとレルムの両方を持つエントリでは、パスワードまたはレルムのいずれかを変
更できます。

•ユーザのすべての認証エントリを削除するには、 no authentication allコマンドを使用し
ます。

パスワードの暗号化タイプを指定することは必須です。クリアテキストパスワード (タイプ0)
が設定されている場合は、実行コンフィギュレーションに保存される前にタイプ6として暗号
化されます。

暗号化タイプを 6または 7に指定した場合、入力したパスワードは有効なタイプ 6または 7の
パスワード形式と照合され、それぞれタイプ 6または 7として保存されます。

タイプ 6パスワードは、AES暗号とユーザ定義の主キーを使用して暗号化されます。これら
のパスワードは、より安全です。主キーは構成には表示されません。主キーを知らないと、

タイプ 6パスワードは使用できません。主キーが変更されると、タイプ 6として保存されてい
るパスワードは新しい主キーで再暗号化されます。主キーの設定が削除されると、タイプ6パ
スワードを復号化できなくなり、通話や登録の認証が失敗する可能性があります。

構成をバックアップしたり、構成を別のデバイスに移行したりする場合、主キーはダンプされ

ません。したがって、主キーを手動で再度構成する必要があります。

（注）

暗号化された事前共有キーを設定するには、「暗号化された事前共有キーの設定」を参照して

ください。

暗号化タイプ 7は IOS XEリリース 16.11.1aでサポートされていますが、以降のリリースでは
廃止される予定です。暗号化タイプ7が設定されている場合、次の警告メッセージが表示され
ます。

警告: タイプ 7 パスワードを使用してコマンドが構成に追加されました。 ただし、タイプ

7 のパスワードはまもなく廃止される予定です。 サポートされているパスワード タイプ 6

に移行します。

（注）

例 次の例は、ダイジェスト認証を有効にする方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# dial-peer voice 1 pots
Router(config-dial-peer)# authentication username MyUser password 6 MyPassword realm
MyRealm.example.com

次の例は、以前に設定したダイジェスト認証を削除する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
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Router(config)# dial-peer voice 1 pots
Router(config-dial-peer)# no authentication username MyUser 6 password MyPassword

関連コマンド 説明コマンド

SIPダイジェスト認証をグローバルに有効にします。認証(SIPUA)

UP状態の時に SIP登録メッセージを送信するように Cisco UBEを設定
します。

資格情報(SIPUA)

送信メッセージのFrom、Call-ID、およびRemote-Party-IDヘッダー内の
物理 IPアドレスの代わりに DNSローカルホスト名を置き換えるため
のグローバル設定を構成します。

ローカルホスト

Cisco IOS SIPゲートウェイが FXS、EFXS、SCCP電話の代わりに E.164
番号を外部 SIPプロキシまたは SIPレジストラに登録できるようにしま
す。

レジストラ

グローバル設定を上書きし、個々のダイヤルピアの送信メッセージの

From、Call-ID、およびRemote-Party-IDヘッダーの物理 IPアドレスの代
わりに DNSローカルホスト名を置き換える設定を構成します。

voice-classsiplocalhost
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認証 (SIP UA)
SIPダイジェスト認証を有効にするには、SIP UAまたは音声クラステナント設定モードで
authenticationコマンドを使用します。 SIPダイジェスト認証を無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

認証usernameユーザ名（username）パスワード{0|6|7}パスワード[領域領域]
no認証 {usernameユーザ名（username）パスワード{0|6|7}パスワード[領域領域] |すべて}

構文の説明 認証を提供しているユーザのユーザ名を表す文字列 (4文字以上である必要
があります)。

ユーザ名ユーザ

名

認証用のパスワード設定を指定します。パスワード

暗号化タイプをクリアテキスト (暗号化なし)として指定します (デフォル
ト)。

0

タイプ 6 Advanced Encryption Scheme (AES)を使用して、パスワードの安全
な可逆暗号化を指定します。

（注）

AES主キーを事前に構成する必要があります。

6

暗号化タイプを暗号化として指定します。7

認証用のパスワードを表す文字列。暗号化タイプが指定されていない場

合、パスワードはクリアテキスト形式になります。文字列は 4〜 128文字
にする必要があります。

パスワード

(オプション)資格情報を適用できるドメインを表す文字列。レルムレルム

(オプション)ユーザのすべての認証エントリ (sip-ua)を指定します。すべて

コマンドデフォルト SIPダイジェスト認証は無効です。

コマンドモード SIP UA構成 (config-sip-ua)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドは変更されました。 allキーワードがコマンド
の no形式に追加されました。

15.2(3)T
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変更リリース

このコマンドが音声クラステナントで利用できるようにな

りました。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

タイプ 6 Advanced Encryption Scheme (AES)を使用したパス
ワードの安全な可逆暗号化が導入されました。

IOS XE 16.11.1a

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン ダイジェストアクセス認証を有効にする場合は、次の構成ルールが適用されます。

• SIP UA設定モードでは、グローバルに設定できるユーザ名は 1つだけです。別のユーザ
名を設定する前に、既存のユーザ名設定を削除する必要があります。

•特定の username引数に対して、最大 5つの passwordまたは realm引数を設定できます。

ユーザ名とパスワード引数は、ユーザを認証するために使用されます。 407/401チャレンジ
応答を発行する認証サーバー/プロキシは、チャレンジ応答にレルムを含め、そのレルムに対
して有効な資格情報を付与します。シグナリングパス内の最大 5台のプロキシサーバーは、
ユーザーエージェントクライアント（UAC）からユーザーエージェントサーバー（UAS）へ
の特定の要求の認証を試行するプロキシサーバーの最大数が 5つであると想定されているた
め、ユーザーは設定されたユーザー名に対して最大5つのパスワードとレルムの組み合わせを
設定できます。

•レルムの指定はオプションです。省略した場合、そのユーザー名に対して設定されたパス
ワードは、認証しようとするすべてのレルムに適用されます。

•設定されたすべてのレルムに対して、一度に設定できるパスワードは1つだけです。新し
いパスワードが設定されると、以前に設定されたパスワードが上書きされます。

つまり、グローバルパスワード（レルムを指定しないパスワード）を1つだけ設定できます。
対応するレルムを設定せずに新しいパスワードを設定すると、新しいパスワードによって以前

のパスワードが上書きされます。

•以前に設定されたユーザ名とパスワードに対してレルムが設定されている場合、そのレル
ムの仕様は既存のユーザ名とパスワードの設定に追加されます。ただし、レルムをユーザ

名とパスワードの設定に追加すると、そのユーザ名とパスワードの組み合わせはそのレル

ムに対してのみ有効になります。設定されたレルムは、最初にそのユーザ名とパスワード

の設定全体を削除しなければ、ユーザ名とパスワードの設定から削除できません。その

後、別のレルムの有無にかかわらず、そのユーザ名とパスワードの組み合わせを再設定で

きます。

•パスワードとレルムの両方を持つエントリでは、パスワードまたはレルムのいずれかを変
更できます。

•ユーザのすべての認証エントリを削除するには、 no authentication allコマンドを使用し
ます。
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パスワードの暗号化タイプを指定することは必須です。クリアテキストパスワード (タイプ0)
が設定されている場合は、実行コンフィギュレーションに保存される前にタイプ6として暗号
化されます。

暗号化タイプを 6または 7に指定した場合、入力したパスワードは有効なタイプ 6または 7の
パスワード形式と照合され、それぞれタイプ 6または 7として保存されます。

タイプ 6パスワードは、AES暗号とユーザ定義の主キーを使用して暗号化されます。これら
のパスワードは、より安全です。主キーは構成には表示されません。主キーを知らないと、

タイプ 6パスワードは使用できません。主キーが変更されると、タイプ 6として保存されてい
るパスワードは新しい主キーで再暗号化されます。プライマリキーの設定が削除されると、タ

イプ 6パスワードを復号化できなくなり、通話や登録の認証が失敗する可能性があります。

YANGでは、2つの異なるレルム間で同じユーザ名を設定することはできません。（注）

構成をバックアップしたり、構成を別のデバイスに移行したりする場合、主キーはダンプされ

ません。したがって、主キーを手動で再度構成する必要があります。

（注）

暗号化された事前共有キーを設定するには、「暗号化された事前共有キーの設定」を参照して

ください。

暗号化タイプ 7は IOS XEリリース 16.11.1aでサポートされていますが、以降のリリースでは
廃止される予定です。暗号化タイプ7が設定されている場合、次の警告メッセージが表示され
ます。

警告: タイプ 7 パスワードを使用してコマンドが構成に追加されました。 ただし、タイプ

7 のパスワードはまもなく廃止される予定です。 サポートされているパスワードタイプ 6

に移行します。

（注）

例 次の例は、ダイジェストアクセス認証を有効にする方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# authentication username MyUser password 6 MyPassword realm
example.com

次の例は、以前に設定したダイジェストアクセス認証を削除する方法を示していま

す。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# sip-ua
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Router(config-sip-ua)# no authentication username MyUser password 6 MyPassword realm
example.com

関連コマンド 説明コマンド

個々のダイヤルピアで SIPダイジェスト認証を有効にします。authentication(dialpeer)

UP状態の時に SIP登録メッセージを送信するように Cisco UBEを設
定します。

資格情報(SIPUA)

送信メッセージの From、Call-ID、Remote-Party-IDヘッダーで、物理
IPアドレスの代わりに DNSローカルホスト名を使用するためのグ
ローバル設定を構成します。

ローカルホスト

Cisco IOSSIPゲートウェイがFXS、EFXS、SCCP電話の代わりにE.164
番号を外部 SIPプロキシまたは SIPレジストラに登録できるようにし
ます。

レジストラ

グローバル設定を上書きし、個々のダイヤルピアの送信メッセージの

From、Call-ID、およびRemote-Party-IDヘッダーの物理 IPアドレスの
代わりに DNSローカルホスト名を置き換える設定を構成します。

voice-classsiplocalhost
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認証方法
ダイヤルピアに着信するコールのログイン時に認証方式を設定するには、音声クラスAAA設
定モードでauthenticationmethodコマンドを使用します。ログイン時に設定される認証方法を
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

認証メソッドMethListName

no認証メソッドMethListName

構文の説明 認証方法リストの名前。MethListName

コマンドデフォルト このコマンドを使用してログイン認証方法を指定しない場合は、システムはデフォルトで

aaaauthenticationloginh323コマンドを使用します。

コマンドモード
音声クラス AAA設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ダイヤル番号情報サービス (DNIS)またはトランクグループに基づいて認証
要求を RADIUSサーバに送信するために使用されます。

このコマンドは、ダイヤルピアベースの認証要求を送信するために使用されます。方式リスト

は、初期認証セットアップ時に定義する必要があります。

例 以下の例では、「dp」は認証に使用されるメソッドリスト名です。メソッドリスト
名は、初期認証セットアップ時に定義されます。

voice class aaa 1
authentication method dp

関連コマンド 説明コマンド

ログイン時に AAA認証を設定します。aaa認証ログイ
ン

ダイヤルピアベースのVoIPAAA構成を有効にします。音声クラスaaa
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authorization method
ダイヤルピアへの通話のログイン時に認証方式を設定するには、音声クラスAAA設定モード
で authorizationmethodコマンドを使用します。ログイン時に設定された認証方法を無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

許可メソッドMethListName

no許可メソッドMethListName

構文の説明 認証方法リスト名を定義します。MethListName

コマンドデフォルト このコマンドを使用してログイン認証方法を指定しない場合は、システムはデフォルトで

aaaauthorizationexech323コマンドを使用します。

コマンドモード
音声クラス AAA設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco
AS5800、および Cisco AS5850で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ダイヤル番号情報サービス (DNIS)またはトランクグループに基づいて認証
要求を RADIUSサーバに送信するために使用されます。

このコマンドは、ダイヤルピアベースの認証要求を送信するために使用されます。方式リスト

は、初期認証セットアップ時に定義する必要があります。

例 次の例では、認証方法を「dp」に設定しています。

voice class aaa 1
authorization method dp

関連コマンド 説明コマンド

認証を実行して、ユーザが EXECシェルを実行できるかどうかを判別し
ます。

aaaauthorizationexec

ダイヤルピアベースの VoIP AAA構成を有効にします。音声クラスaaa
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自動設定
自動設定を有効にするか、Skinny Client Control Protocol（SCCP）アプリケーションの自動設定
アプリケーション設定モードに入るには、グローバル設定モードで auto-configコマンドを使
用します。自動構成を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-config[applicationSCCP]
no自動設定

構文の説明 （オプション）SCCPアプリケーションの自動設定アプリケーション設
定モードに入ります。

アプリケーション
sccp

コマンドデフォルト 自動構成は無効です。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、SCCPアプリケーションの通信メディアモジュールに導入されま
した。

12.3(8)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

例 次の例は、SCCPアプリケーションの自動設定アプリケーション設定モードに入るた
めに使用される auto-configコマンドと、SCCPアプリケーションのダウンロードを有
効にするために使用される noshutdownコマンドを示しています。

Router(config)# auto-config application sccp
Router(auto-config-app)#no shutdown

関連コマンド 説明コマンド

自動構成アプリケーションのダウンロードを無効化し

ます。

shutdown（自動設定アプリケーショ
ン）

自動設定アプリケーションの現在の状況を表示しま

す。

showauto-config
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自動カットスルー
PBXがMリード応答を提供しない場合にコール完了を有効にするには、音声ポート設定モー
ドでauto-cut-throughコマンドを使用します。自動カットスルー操作を無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。

自動カットスルー

no自動カットスルー

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 自動カットスルーが有効になっています。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

このコマンドは、Cisco 2600およびCisco 3600シリーズで初めてサポートされまし
た。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 自動カットスルーコマンドは、耳と口 (E&M)の音声ポートにのみ適用されます。

例 次の例は、PBXがMリード応答を提供しない場合にルータ上で通話完了を有効にする
方法を示しています。

voice-port 1/0/0
auto-cut-through

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの構成情報を表示します。showvoiceport
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会計（ゲートキーパー）
ゲートキーパー固有のアカウンティング方式を有効にして定義するには、ゲートキーパー設定

モードで accountingコマンドを使用します。ゲートキーパー固有のアカウンティングを無効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

accounting {usernameh323id | vsa}
noaccounting

構文の説明 アカウンティングレコードのユーザ名フィールドでH323IDを有効にします。ユーザ名
h323id

ベンダー固有の属性アカウンティングフォーマットを有効化します。vsa

コマンドデフォルト アカウンティングは無効です。

コマンドモード
ゲートキーパーの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(2)NA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合されました。12.0(3)T

vsaキーワードが追加されました。12.1(5)XM

vsaキーワードは、Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合されました。12.2(2)T

このコマンドは、Cisco AS5850ユニバーサルゲートウェイに実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

この usernameh323idキーワードが追加されました。12.3(9)T

このコマンドは Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされています。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースでのサポートは、機能セット、プラット
フォーム、プラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 基本的なスタート/ストップ接続アカウンティングデータを収集するには、ゲートキーパー固
有のH.323アカウンティング機能をサポートするようにゲートキーパーを設定する必要があり
ます。 accountingコマンドを使用すると、IETF RADIUSまたは VSA属性を介してアカウン
ティングデータを RADIUSサーバーに送信できます。

accountingコマンドを使用する前に、RADIUSサーバを指定してください。
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アカウンティングには 3つの異なる方法があります。H.323方式では通話詳細記録（CDR）を
RADIUSサーバーに送信します。syslog方式ではシステムログ機能を使用して CDRを記録し
ます。また、VSA方式では VSAを収集します。

例 次の例では、ゲートウェイが接続アカウンティングレコードの形式でユーザアクティ

ビティを RADIUSサーバに報告できるようにします。

aaa accounting connection start-stop group radius
gatekeeper
accounting

次の例は、VSAアカウンティングを有効にする方法を示しています。

aaa accounting connection start-stop group radius
gatekeeper
accounting exec vsa

次に、IETF RADIUS属性を使用して H.323アカウンティングを設定する例を示しま
す。

Router(config-gk)# accounting usernameh323id

次の例では、VSA RADIUS属性を使用して H.323アカウンティングを設定します。

ルーター(config-gk)# accountingvsa

関連コマンド 説明コマンド

請求またはセキュリティの目的で、要求されたサービスの AAAアカウンティ
ングを有効にします。

aaaaccounting

ゲートキーパーコンフィギュレーションモードを開始します。gatekeeper
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


